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﹃
朱
子
語
類
﹄
巻
第
一
百
二
十
五
﹁
老
氏
�
莊
子
附
�﹂
訳
注
︵
二
︶

山　

田　
　
　

俊

　

本
稿
は
�﹃
朱
子
語
類
﹄
巻
第
一
百
二
十
五
﹁
老
氏
�
莊
子
附
�﹂
訳
注
の
第
二
稿
で
あ
る
�
本
訳
注
の
執
筆
方
針
�
常
用
す
る
参
考
文
献
等

に
就
い
て
は
�﹁﹃
朱
子
語
類
﹄
巻
第
一
百
二
十
五
﹁
老
氏
�
莊
子
附
�﹂
訳
注
︵
一
︶﹂︵﹃
熊
本
県
立
大
学
文
学
部
紀
要
﹄
第
16
巻
︵
通
巻
69
号
︶

所
収
�2010

年
�
以
下
﹁
第
一
稿
﹂
と
略
す
︶
を
参
照
さ
れ
た
い
�
本
稿
か
ら
新
た
に
使
用
す
る
文
献
と
そ
の
略
称
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
�

・
興
膳
宏
・
木
津
祐
子
・
齋
藤
希
史
訳
注
﹃﹁
朱
子
語
類
﹂訳
注
巻
十
�
十
一
﹄︵
汲
古
書
院
�2009

年
︶�﹁﹃
朱
子
語
類
訳
注
巻
十
�
十
一
﹄﹂と
略
す
�

・
野
口
善
敬
・
廣
田
宗
玄
・
本
多
道
隆
・
森
宏
之
﹁﹃
朱
子
語
類
﹄
巻
一
二
六
﹁
釈
氏
訳
注
︵
一
︶﹂︵﹃
東
洋
古
典
學
研
究
﹄
第
26
集
�2008

年
︶�

﹁﹃
野
口
訳
注
︵
一
︶﹄﹂
と
略
す
�
同
﹁︵
三
︶﹂︵﹃
同
﹄
第
28
集
�2009

年
︶�﹁﹃
野
口
訳
注
︵
三
︶﹄﹂
と
略
す
�

老
莊

︻
18
︼

老
子
猶
要
做
事
在

︵
１
︶

�
莊
子

︵
校
１
︶

都
不
要
做
了
�
又
却
説
道
他
會
做
�
只
是
不
肯
做
��
廣

︵
校
２
︶

�

︵
校
1
︶﹁
莊
子
﹂�
楠
本
は
﹁
到
莊
子
﹂
に
作
る
�　
︵
校
2
︶﹁
廣
﹂�
楠
本
本
は
無
し
�

※
﹃
三
浦
語
類
﹄︵p.421

︶�

〔
訳
〕
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老
子
は
ま
だ
行
動
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
�
荘
子
は
全
く
行
動
し
よ
う
と
せ
ず
�
行
動
出
来
る
の
だ
が
�
し
よ
う
と
し
な
い
だ
け
だ
�
な
ど

と
言
っ
て
い
る
�︵
輔
広
︶�

︵
1
︶﹁
在
﹂
：
﹁
在
﹂
は
文
末
に
置
か
れ
て
事
態
の
継
続
を
示
す
�﹃
語
類
﹄
に
多
く
見
ら
れ
る
�﹃
三
浦
語
類
﹄︵p.421

︶
を
参
照
�﹃
田
中
﹄

は
﹁
し
ば
し
ば
﹃
還
﹄﹃
尚
﹄﹃
猶
﹄
を
伴
い
��
ま
だ
⋮
し
て
い
る�
の
意
﹂
と
す
る
︵p.90

︶�

︵
2
︶﹁
廣
﹂
：
輔
廣
�
第
一
稿
︻
1
︼
條
注
︵
5
︶
を
参
照
�

︻
19
︼

　
﹁
莊
周
是
箇

︵
校
１
︶

大
秀
才
�
他
都
理
會
得
�
只
是
不
把
做
事
�
觀
其
第
四
篇
人
間
世
及
漁
父
篇
以
後
�
多
是
説
孔
子
與
諸
人
語
�
只
是
不
肯

學
孔
子
�
所
謂
﹃
知
者
過
之
﹄︵

１
︶

者
也
�
如
説
﹃
易
以
道
陰
陽
�
春
秋
以
道
名
分
﹄︵

２
︶

等
語
�
後
來
人
如
何
下
得
�
它
直
是
似
快
刀
利
斧
劈

截
將
去
�
字
字
有
著

︵
校
２
︶

落
︵
３
︶

﹂�
公
晦
曰
�﹁
莊
子
較
之
老
子
�
較
平
帖

︵
４
︶

些
﹂�
曰
�﹁
老
子
極
勞
攘

︵
校
３
︶ ︵
５
︶

�
莊
子
得
些
�
只
也
乖

︵
６
︶

�

莊
子
跌
蕩

︵
７
︶

�
老
子
収
斂

︵
校
４
︶ 

�
齊
脚

︵
校
５
︶

斂
︵
校
４
︶

手
︵
８
︶

�
莊
子
却
將
許
多
道
理
掀
翻

︵
校
６
︶ ︵
９
︶

説
�
不
拘
繩
墨
�
方
子

︵
１０
︶

録
云
�﹁
莊

子
是
一
箇
大
秀
才
�
他
事
事
識
得
�
如
天
下
篇
後
面
乃
是
説
孔
子
�
似
用
快
刀
利
斧
斫
將
去
�
更

︵
校
７
︶

無
些
礙
�
且
無
一
句
不
著

︵
校
８
︶

落
�

如
説
﹃
易
以
道
陰
陽
﹄
等
語
�
大
段
説
得
好
�
然
却
不
肯
如
此
做
去
�
老
子
猶

︵
校
９
︶

是
欲
斂

︵
校
１０
︶

手
齊
脚

︵
校
５
︶

去
做
�
他
却
將
他
窠
窟

︵
校
１１
︶ 

︵
１１
︶

一
齊
踢
翻

︵
校
６
︶

了
﹂�︵
校
１２
︶

��
莊
子
去
孟
子
不
遠
�其
説
不
及
孟
子
者
�亦
是
不
相

︵
校
１３
︶

聞
�
今
亳

︵
校
１４
︶

州
明
道
宮
乃
老
子
所
生
之
地

︵
１２
︶

�

莊
子
生
於
蒙
�
在
淮
西
間

︵
１３
︶

�
孟
子
只
往
來
齊
�
宋
�
鄒
�
魯
以
至
於
梁
而
止
�
不
至
於
南
�
然
當
時
南
方
多
是
異
端
�
如
孟
子
所
謂
﹃
陳
良
�

楚
産
也
�
悦
周
公
�
仲
尼
之
道
�
北
學
於
中
國
﹄�
又
如
説
﹃
南
蠻
鴂

︵
校
１５
︶

舌
之
人
�
非
先
王
之
道
﹄︵
１４
︶

�
是
當
時
南
方
多
異
端
﹂�
或
問
�﹁
許

行
恁
地
低
�
也
有
人
從
之

︵
１５
︶

﹂�
曰
�﹁
非
獨
是
許
行
�
如
公
孫
龍
﹃
堅
白
同
異
﹄
之
説
�
是
甚
模
樣

︵
１６
︶

�
也
使
得
人
終
日
只
弄
這
箇

︵
校
１
︶

﹂�

漢
卿
問
�﹁
孔
子
順
許
多
話
却
好

︵
１７
︶

﹂�
曰
�﹁
出
於
孔
叢
子
�不
知
是
否
�
只
孔
叢
子
説
話
�多
類
東
漢
人
文
�其
氣
軟

︵
校
１６
︶

弱
�又
全
不
似

︵
校
１７
︶

西
漢
人
文
�
兼
西
漢
初
若
有
此
等
話
�
何
故
不
略

︵
１８
︶

見
於
賈
誼
�
董
仲
舒
所
述
�
恰
限
到
東
漢
方
突
出
來
�
皆
不
可
曉

︵
校
１８
︶

﹂��
賀
孫

︵
１９
︶

��
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�
前
廣
録
一
條
�
疑
聞
同

︵
校
１９
︶ ︵
２０
︶

��

︵
校
1
︶﹁
箇
﹂�
楠
本
本
は
﹁
个
﹂
に
作
る
�　
︵
校
2
︶﹁
著
﹂�
楠
本
本
�
和
刻
本
�
正
中
書
局
本
は
﹁
着
﹂
に
作
る
�　
︵
校
3
︶﹁
攘
﹂�

楠
本
本
は
﹁
壤
﹂
に
作
る
�  

︵
校
4
︶﹁
斂
﹂�
楠
本
�
和
刻
本
�
正
中
書
局
本
は
﹁
歛
﹂
に
作
る
�　
︵
校
5
︶﹁
脚
﹂�
朝
鮮
整
版
は
﹁　

﹂

に
作
る
� 

︵
校
6
︶﹁
翻
﹂�
和
刻
本
�
正
中
書
局
は
﹁
飜
﹂
に
作
る
�　
︵
校
7
︶﹁
更
﹂�
朝
鮮
整
版
は
﹁　

﹂
に
作
る
�  

︵
校
8
︶﹁
著
﹂�

和
刻
本
�正
中
書
局
本
は
﹁
着
﹂
に
作
る
�　
︵
校
9
︶﹁
猶
﹂�和
刻
本
は
﹁
犹
﹂
に
作
る
�　
︵
校
10
︶﹁
斂
﹂�和
刻
本
�正
中
書
局
本
は
﹁
歛
﹂

に
作
る
�　
︵
校
11
︶﹁
窟
﹂�
正
中
書
局
本
は
﹁
屈
﹂
に
つ
く
る
�　
︵
校
12
︶﹁
方
子
録
�
﹂
以
下
の
細
注
�
楠
本
本
無
し
�　
︵
校
13
︶﹁
相
﹂�

楠
本
本
無
し
�　
︵
校
14
︶﹁
亳
﹂�
楠
本
本
�
和
刻
本
は
﹁
毫
﹂
に
作
る
�　
︵
校
15
︶﹁
鴂
﹂�
楠
本
本
は
﹁　

﹂
に
作
る
�　
︵
校
16
︶﹁
軟
﹂�

楠
本
本
は
﹁
較
﹂
に
作
る
�　
︵
校
17
︶﹁
似
﹂�
楠
本
本
は
﹁
以
﹂
に
作
る
�　
︵
校
18
︶
楠
本
本
は
以
下
に
﹁
按
李
方
子
録
一
段
上
不
拘
繩
墨

而
語
不
同
﹂
の
細
注
有
り
�　
︵
校
19
︶﹁
賀
孫
�
﹂
以
下
�
楠
本
無
し
�

〔
訳
〕

　
﹁
荘
子
は
と
て
も
優
れ
た
人
物
で
�
彼
は
全
部
わ
か
っ
て
い
た
の
だ
が
�
た
だ
�
そ
れ
を
実
践
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
�
そ
の
第

四
篇
﹃
人
間
世
篇
﹄
と
﹃
漁
父
篇
﹄
以
後
を
見
る
な
ら
ば
�
そ
の
多
く
は
孔
子
と
人
々
の
言
葉
と
な
っ
て
い
る
の
に
�︵
荘
子
は
︶
孔
子
に
学

ぼ
う
と
せ
ず
�
所
謂
﹃
智
慧
あ
る
者
は
︵
道
を
省
み
ず
︶
通
り
過
ぎ
る
﹄
を
地
で
行
っ
た
の
で
あ
る
�
荘
子
は
﹃
易
は
陰
陽
を
説
き
�
春
秋
は

大
義
名
分
を
説
く
﹄
等
と
説
い
て
い
る
が
�
後
で
彼
が
そ
れ
を
ど
の
様
に
実
行
し
た
と
い
う
の
か
�
彼
の
説
は
ま
っ
た
く
も
っ
て
よ
く
切
れ
る

刀
や
斧
で
ば
っ
さ
り
と
断
ち
切
る
様
な
も
の
で
�
一
字
一
字
は
落
ち
着
い
て
い
る
の
だ
﹂�
朱
子
﹁
荘
子
は
老
子
と
比
べ
る
な
ら
ば
�
い
く
ら

か
穏
当
で
あ
る
﹂�
朱
子
﹁
老
子
の
説
は
手
管
に
満
ち
て
い
る
が
�
荘
子
は
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
く
�
通
常
の
説
き
方
か
ら
逸
れ
て
い
る
に
過
ぎ

な
い
�
荘
子
は
と
ら
わ
れ
る
所
が
な
い
が
�
老
子
は
内
側
に
収
斂
し
�
足
を
揃
え
手
を
懐
に
仕
舞
い
大
人
し
く
し
て
い
る
�
荘
子
は
む
し
ろ
多

く
の
道
理
を
引
っ
繰
り
返
し
て
説
き
�
常
識
に
と
ら
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
無
い
︵
李
方
子
の
記
録
﹁
荘
子
は
と
て
も
優
れ
た
人
物
で
�
彼
は
一
つ

一
つ
の
事
柄
に
つ
い
て
は
よ
く
分
か
っ
て
い
た
�﹃
天
下
篇
﹄
以
後
の
箇
所
は
孔
子
に
言
及
し
�
よ
く
切
れ
る
刀
や
斧
で
断
ち
切
ろ
う
と
す
る
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か
の
様
で
�些
か
の
滞
り
も
な
く
�且
つ
一
句
と
い
え
ど
も
落
ち
着
か
な
い
も
の
は
な
い
の
だ
�﹃
易
は
陰
陽
を
説
く
﹄
等
と
言
っ
て
い
る
の
は
�

非
常
に
よ
く
説
い
て
は
い
る
が
�
し
か
し
�
説
い
て
い
る
様
に
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
の
だ
�
老
子
は
ま
だ
手
を
懐
に
収
め
脚
を
揃
え
大
人

し
く
し
て
い
る
が
�
荘
子
は
む
し
ろ
今
ま
で
の
在
り
方
を
蹴
散
ら
そ
う
と
し
て
い
る
﹂︶�
荘
子
は
孟
子
と
時
期
が
そ
れ
程
隔
た
っ
て
は
い
な
い

が
�そ
の
説
が
孟
子
に
言
及
し
て
い
な
い
の
は
�耳
に
し
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
�
現
在
の
亳
州
の
明
道
宮
は
老
子
生
誕
の
地
だ
�
荘
子
は︵
宋

の
︶
蒙
沢
で
生
ま
れ
�︵
楚
の
︶
淮
水
の
西
ま
で
の
地
区
に
居
た
�
孟
子
は
僅
か
に
斉
�宋
�鄒
�魯
と
梁
を
往
来
し
た
の
み
で
�南
方
に
は
行
っ

て
い
な
い
�
当
時
�南
方
に
は
多
く
の
異
端
が
い
た
�
孟
子
が
﹃
陳
良
は
楚
の
出
自
で
�周
公
・
仲
尼
の
道
を
好
み
�北
中
国
で
学
ん
だ
﹄
と
言
っ

て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
り
�
又
﹃
南
蠻
鴂
舌
の
人
は
�
先
王
の
道
で
は
な
い
﹄
と
言
っ
て
い
る
の
は
�
当
時
南
方
に
異
端
が
多
か
っ
た
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
の
だ
﹂�
或
る
者
の
質
問
﹁
許
行
は
あ
の
様
に
程
度
が
低
か
っ
た
の
に
�そ
れ
で
も
彼
に
従
う
人
が
い
た
の
で
す
か
﹂�
朱
子
﹁
許

行
だ
け
で
は
な
く
�
公
孫
龍
の
﹃
堅
白
同
異
﹄
の
説
だ
っ
て
ど
う
で
あ
ろ
う
か
�
や
は
り
人
々
に
終
日
そ
の
説
を
弄
ば
さ
せ
て
い
た
で
は
な
い

か
﹂�
輔
広
の
質
問
﹁︵﹃
資
治
通
鑑
﹄
に
見
ら
れ
る
︶
孔
子
順
の
多
く
の
話
は
好
い
で
す
ね
﹂�
朱
子
﹁
あ
れ
ら
は
﹃
孔
叢
子
﹄
か
ら
出
た
も
の

で
�
正
確
な
も
の
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
�
但
し
�﹃
孔
叢
子
﹄
の
話
は
�
多
く
が
東
漢
の
人
の
文
に
似
て
お
り
�
そ
の
気
風
は
軟
弱
で
あ
り
�

西
漢
の
人
の
文
に
は
全
く
似
て
い
な
い
�
更
に
�
も
し
�
西
漢
初
に
こ
の
様
な
話
が
あ
っ
た
な
ら
ば
�
ど
う
し
て
賈
誼
や
董
仲
舒
の
記
述
に
そ

れ
ら
が
少
し
も
見
ら
れ
な
い
の
か
�
丁
度
東
漢
に
な
っ
て
か
ら
突
然
現
わ
れ
て
き
た
と
い
う
の
か
�
理
解
に
苦
し
む
﹂�︵
葉
賀
孫
�
先
の
輔
広

が
記
録
し
た
一
条
は
�
恐
ら
く
は
同
じ
内
容
を
聞
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
�︶

〔
注
〕

︵
1
︶　
﹁
知
者
過
之
﹂
：
﹁
子
曰
�
道
之
不
行
也
�
我
知
之
矣
�
知
者
過
之
�
愚
者
不
及
也
﹂︵﹃
十
三
經
注
疏
分
段
標
點
﹄
本
﹃
禮
記
﹄﹁
中
庸
﹂

p.2192

�
新
文
豊
出
版
公
司
�
中
華
民
国
90
年
︶�

︵
2
︶　
﹁
易
以
道
陰
陽
�
﹂
：
﹁
詩
以
道
志
�書
以
道
事
�禮
以
道
行
�樂
以
道
和
�易
以
道
陰
陽
�春
秋
以
道
名
分
﹂︵﹃
莊
子
﹄﹁
天
下
﹂p.288

︶�

本
巻
︻
54
︼
條
に
も
見
ら
れ
る
�
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︵
3
︶　
﹁
著
落
﹂
：
﹁
着
落
﹂
と
も
書
き
�﹁
落
ち
着
く
﹂
の
意
�﹃
語
類
﹄
に
は
﹁
讀
書
須
將
心
貼
在
書
册
上
�
逐
句
逐
字
�
各
有
着
落
�
方

始
好
商
量
﹂︵﹃
語
類
﹄
巻
十
一p.177

︶
と
見
ら
れ
る
�﹃
三
浦
語
類
﹄︵p.145

︶
を
参
照
�

︵
4
︶　
﹁
平
帖
﹂
：
﹁
穏
当
で
あ
る
�穏
や
か
で
あ
る
﹂
の
意
�﹃
語
類
﹄
に
は
﹁
道
夫
曰
�如
他
説
孟
子
道
性
善
�似
乎
好
奇
�全
不
平
帖
﹂︵﹃
語

類
﹄
巻
一
百
四
十p.3339

︶
と
見
ら
れ
る
�﹃
宋
元
語
言
詞
典
﹄
は
﹁
平
靜
�
平
復
﹂︵p.194

︶
と
す
る
�

︵
5
︶　
﹁
勞
攘
﹂
：
﹁
手
練
手
管
に
満
ち
て
い
る
﹂
の
意
�﹃
語
類
﹄
に
は
多
く
見
ら
れ
る
が
�﹁
老
子
﹂
に
関
連
し
て
は
﹁
老
子
極
勞
攘
�
莊

子
較
平
易
﹂︵﹃
語
類
﹄
巻
六
十
三p.1540

︶
と
見
ら
れ
る
�﹁
勞
攘
﹂
の
語
は
�﹃
宋
元
語
言
詞
典
﹄
が
﹁
活
動
頻
繁
�
奔
波
勞
碌
�
紛

紛
亂
亂
﹂︵p.389
︶
と
し
�﹃
近
代
漢
語
大
詞
典
﹄
が
﹁
忙
碌
�
勞
苦
﹂︵p.1110

︶
と
す
る
様
に
�
本
来
は
﹁
ば
た
ば
た
と
忙
し
い
�

ご
た
ご
た
と
し
て
い
る
﹂
の
意
で
あ
ろ
う
が
�
林
希
逸
﹃
老
子
鬳
齋
口
義
﹄
が
﹁
故
晦
翁
以
爲
老
子
勞
攘
�
西
山
謂
其
間
有
陰
謀
之
言
﹂

︵﹃
老
子
鬳
齋
口
義
﹄﹁
發
題
﹂p.2
�
華
東
師
範
大
學
出
版
社
�2010

年
︶
と
�
朱
熹
の
﹁
勞
攘
﹂
の
語
と
眞
徳
秀
の
﹁
陰
謀
﹂
の
語
を

併
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
�﹃
老
子
﹄
を
形
容
す
る
当
時
の
﹁
勞
攘
﹂
の
語
の
用
法
が
窺
え
る
�

︵
6
︶　
﹁
乖
﹂
：
﹁
通
常
の
や
り
方
か
ら
背
い
て
い
る
﹂
の
意
味
で
�︻
26
︼
條
に
見
ら
れ
る
﹁
轉
調
﹂
と
同
様
の
意
味
と
し
て
解
し
た
�

︵
7
︶　
﹁
跌
蕩
﹂
：
﹁
捉
わ
れ
な
い
�
拘
ら
な
い
﹂
の
意
�﹃
語
類
﹄
に
は
﹃
莊
子
﹄
に
関
連
し
て
﹁
又
曰
�
曾
點
意
思
�
與
莊
周
相
似
�
只
不

至
如
此
跌
蕩
�
莊
子
見
處
亦
高
�只
不
合
將
來
玩
弄
了
﹂︵﹃
語
類
﹄
巻
四
十p.1027

︶
等
と
見
ら
れ
る
�﹃
近
代
漢
語
大
詞
典
﹄
は
﹁
洒

脱
�
無
拘
無
束
﹂︵p.455

︶
と
す
る
�

︵
8
︶　
﹁
斂
手
﹂
：
﹁
何
も
し
よ
う
と
し
な
い
様
﹂
の
意
�﹃
語
類
﹄
に
は
﹁
所
謂
君
子
者
�
豈
是
斂
手
束
脚
底
村
人
耶
﹂︵﹃
語
類
﹄
巻
三
十
五

p.924

︶
と
見
ら
れ
る
�﹃
近
代
漢
語
大
詞
典
﹄
は
﹁
①
恭
順
�
②
不
敢
妄
爲
﹂︵p.1148

︶
と
し
�
こ
こ
は
②
�

︵
9
︶　
﹁
掀
翻
﹂
：
﹁
引
っ
繰
り
返
す
�
か
き
混
ぜ
る
﹂
の
意
�﹃
語
類
﹄
に
は
﹁
禪
學
一
喝
一
棒
�
都
掀
翻
了
�
也
是
快
活
�
却
看
二
程
説
話
�

可
知
道
不
索
性
﹂︵﹃
語
類
﹄
巻
一
百
二
十
六p.3030

︶
等
と
見
ら
れ
る
�﹃
近
代
漢
語
大
詞
典
﹄
は
﹁
打
翻
�攪
翻
﹂︵p.2004

︶
と
す
る
�

︵
10
︶　
﹁
方
子
﹂
：
李
方
子
�
第
一
稿
︻
13
︼
條
注
︵
3
︶
を
参
照
�
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︵
11
︶　
﹁
窠
窟
﹂
：
﹁
今
ま
で
の
や
り
方
�
在
り
方
﹂
の
意
�﹃
語
類
﹄
に
は
�﹁
但
老
子
則
猶
自
守
箇
規
模
子
去
做
�
到
得
莊
子
出
來
�
將
他

那
窠
窟
盡
底
掀
番
了
�
故
他
自
以
爲
一
家
﹂︵﹃
語
類
﹄
巻
六
十
三p.1540

︶
等
と
見
ら
れ
る
�﹃
近
代
漢
語
大
詞
典
﹄
は
﹁
比
喩
現
成

格
式
�
陳
規
舊
套
﹂︵p.1037

︶
と
す
る
�

︵
12
︶　
﹁
亳
州
明
道
宮
﹂
：
朱
子
の
こ
の
発
言
と
全
く
同
文
が
�
宋
・
陳
師
道
﹁
送
何
子
温
移
亳
州
三
首
﹂
第
一
首
の
宋
・
任
淵
注
に
﹁
亳
州

明
道
宮
乃
老
子
始
生
之
地
﹂︵﹃
后
山
詩
注
﹄
巻
八
︶
と
見
ら
れ
る
�
尚
�
謝
守
灝
﹃
太
上
老
君
年
譜
要
略
﹄
に
�
殷
の
武
丁
庚
辰
歳
二

月
十
五
日
に
老
子
が
﹁
亳
之
苦
縣
瀬
郷
曲
仁
里
﹂
に
降
誕
し
て
以
後
の
�
歴
朝
に
於
け
る
事
例
が
諸
文
献
に
基
づ
い
て
列
挙
さ
れ
て
い

る
︵3b/10

�
︶�

︵
13
︶　
﹁
莊
子
生
於
蒙
﹂
：
﹁
莊
子
者
�蒙
人
也
�名
周
�
周
嘗
爲
蒙
漆
園
吏
�與
梁
惠
王
�齊
宣
王
同
時
�
⋮
楚
威
王
聞
莊
周
賢
�使
使
厚
幣
迎
之
�

許
以
爲
相
﹂︵﹃
史
記
﹄
巻
六
十
三
﹁
老
子
韓
非
列
傳
第
三
﹂p.2143

︶�

︵
14
︶　
﹁
南
蠻
鴂
舌
之
人
﹂
：
﹁
今
也
南
蠻
鴃
舌
之
人
�
非
先
王
之
道
�
子
倍
子
之
師
而
學
之
�
亦
異
於
曾
子
矣
�
吾
聞
出
於
幽
谷
�
遷
于
喬

木
者
�
未
聞
下
喬
木
而
入
於
幽
谷
者
�
魯
頌
曰
�
戎
狄
是
膺
�
荊
舒
是
懲
�
周
公
方
且
膺
之
�
子
是
之
學
�
亦
爲
不
善
變
矣
﹂︵﹃
孟
子
﹄

﹁
滕
文
公
上
﹂p.396

︶�

︵
15
︶　
﹁
許
行
﹂
：
﹁
有
爲
神
農
之
言
者
許
行
�
自
楚
之
滕
�
踵
門
而
吿
文
公
曰
�
遠
方
之
人
�
聞
君
行
仁
政
�
願
受
一
廛
而
爲
氓
�
文
公
與

之
處
�
其
徒
數
十
人
�
皆
衣
褐
�　
屨
織
席
以
爲
食
�
陳
良
之
徒
陳
相
�
與
其
弟
辛
�
負
耒
耜
而
自
宋
之
滕
�
曰
�
聞
君
行
聖
人
之
政
�

是
亦
聖
人
也
�
願
爲
聖
人
氓
�
陳
相
見
許
行
而
大
悦
�
盡
棄
其
學
而
學
焉
﹂︵﹃
孟
子
﹄﹁
滕
文
公
上
﹂p.365

︶�

︵
16
︶　
﹁
甚
模
樣
﹂
：
﹁
ど
の
様
な
も
の
か
﹂
の
意
�﹃
語
類
﹄
に
は
﹁
惟
無
私
�
然
後
仁
�
惟
仁
�
然
後
與
天
地
萬
物
爲
一
體
�
要
在
二
者
之

間
識
得
畢
竟
仁
是
甚
模
樣
﹂︵﹃
語
類
﹄
巻
六p.117

︶
等
多
数
見
ら
れ
る
�﹃
三
浦
語
類
﹄︵p.406

︶
を
参
照
�

︵
17
︶　
﹁
孔
子
順
﹂
：
現
行
﹃
孔
叢
子
﹄﹁
陳
士
義
第
十
四
�
執
節
第
十
六
﹂
に
登
場
す
る
�
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︵
18
︶　
﹁
不
略
�
﹂
：
﹁
ま
っ
た
く
�
で
な
い
﹂
の
意
�﹃
語
類
﹄
に
は
﹁
使
其
有
之
�
人
數
極
多
�
何
不
略
見
於
他
書
﹂︵﹃
語
類
﹄
巻
五
十
八

p.1371

︶
等
と
見
ら
れ
る
�﹃
唐
宋
筆
記
語
辭
匯
釋
﹄
は
﹁
略
�
又
猶
言
﹃
全
﹄﹃
都
﹄�
範
圍
副
詞
�
與
表
偏
量
﹃
稍
微
﹄�﹃
一
點
兒
﹄

的
常
見
用
法
相
反
�
多
與
否
定
詞
連
用
﹂︵p.120

︶
と
す
る
�

︵
19
︶　
﹁
賀
孫
﹂
：
葉
賀
孫
�
字
は
味
道
�
後
に
味
道
を
名
と
し
�
知
道
を
字
と
し
た
と
さ
れ
る
�
温
州
の
人
�﹃
學
案
﹄
巻
六
十
五
︵p.2105

︶�

﹃
師
事
﹄︵p.194

︶

︵
20
︶　
﹁
前
廣
録
一
條
﹂
：
第
一
稿
︻
17
︼
條
を
指
す
�

︻
20
︼

　

問
�﹁
老
子
與
莊
子
似
是
兩
般
説
話
﹂�
曰
�﹁
莊
子
於
篇
末
自
説
破
矣

︵
１
︶﹂

�
問
�﹁
先
儒
論
老
子
�多
爲
之
出
脱

︵
２
︶

�云
老
子
乃
矯
時
之
説

︵
３
︶

�

以
某
觀
之
�
不
是
矯
時
�
只
是
不
見
實

︵
校
１
︶

理
�
故
不
知
禮
樂

︵
校
２
︶

刑
政
之
所
出
�
而
欲
去
之
﹂�
曰
�﹁
渠
若
識
得
﹃
寂
然
不
動
�
感
而
遂

通
天
下
之
故

︵
４
︶

﹄�
自
不
應
如
此
�
它
本
不
知
下
一
節
�
欲
占
一
簡
徑

︵
５
︶

言
之
�
然
上
節
無
實

︵
校
３
︶

見
�
故
亦
不
脱
洒

︵
校
４
︶ ︵
６
︶

�
今
讀
老

子
者
亦
多
錯
�
如
道
徳
經
云
﹃
名
非
常
名

︵
校
５
︶ ︵
７
︶

﹄�則
下
文
有
名
�無

︵
校
６
︶

名
�皆
是
一
義
�今
讀
者
皆
將
﹃
有
�無

︵
校
６
︶

﹄
作
句
�
又
如
﹃
常

無
︵
校
６
︶

欲
�
以
觀
其
妙
�
常
有
欲
�
以
觀
其
竅

︵
校
７
︶

﹄�
只
是
説
﹃
無
欲
�
有
欲
﹄�
今
讀
者

︵
校
８
︶

乃
以
﹃
無

︵
校
６
︶

�
有
﹄
爲
句

︵
８
︶

�
皆
非

老
子
之
意
﹂��
可
學

︵
９
︶

�

︵
校
1
︶﹁
實
﹂�
楠
本
本
は
﹁
実
﹂
に
作
る
�　
︵
校
2
︶﹁
禮
樂
﹂�
楠
本
本
は
﹁
礼
楽
﹂
に
作
る
�　
︵
校
3
︶﹁
無
實
﹂�
楠
本
本
は
﹁
无
実
﹂

に
作
る
�　
︵
校
4
︶﹁
洒
﹂�
朝
鮮
整
版
は
﹁
灑
﹂
に
作
る
�
楠
本
本
は
﹁
酒
﹂
に
作
る
�　
︵
校
5
︶﹁
名
非
常
名
﹂�
楠
本
本
は
﹁
名
可
名
�

非
常
名
﹂
に
作
る
�　
︵
校
6
︶﹁
無
﹂�
楠
本
本
は
﹁
无
﹂
に
作
る
�　
︵
校
7
︶﹁
竅
﹂�
朝
鮮
整
版
�
楠
本
本
�
正
中
書
局
本
は
﹁
徼
﹂
に
作

る
�　
︵
校
8
︶﹁
無
欲
�
有
欲
�
今
讀
者
﹂�
楠
本
本
は
﹁
無
欲
�
今
有
�
欲
讀
者
﹂
と
�﹁
今
有
﹂
を
細
注
に
作
る
�

〔
訳
〕
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質
問
﹁
老
子
と
荘
子
と
で
は
そ
の
説
が
全
く
異
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
﹂�
朱
子
﹁
荘
子
は
そ
の
篇
末
に
於
い
て
自
ら
は
っ
き
り
と
言
っ

て
い
る
﹂�
質
問
﹁
先
儒
が
老
子
を
論
じ
る
の
に
�︵
両
者
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
に
︶
多
く
は
﹃
老
子
の
説
は
矯
時
の
説
で
あ
る
﹄
と
で
っ

ち
上
げ
︵
て
両
者
を
同
じ
も
の
と
し
よ
う
と
し
︶
た
の
で
す
�
私
が
思
う
に
矯
時
で
は
な
く
�︵
老
子
は
︶
単
に
実
理
を
見
て
い
な
い
が
た

め
に
�
礼
・
楽
・
刑
・
政
の
根
源
を
知
ら
ず
�
そ
れ
ら
を
廃
棄
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
﹂�
朱
子
﹁
彼
が
も
し
﹃
易
﹄
の
﹃
寂

然
と
静
ま
り
か
え
っ
て
動
か
ず
�
働
き
掛
け
に
応
じ
て
天
下
の
あ
ら
ゆ
る
事
に
通
じ
る
﹄
の
思
想
を
知
っ
て
い
た
な
ら
ば
�
自
ず
と
こ
の
様

に
は
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
�
彼
は
後
半
部
分
︵﹁
感
而
遂
通
天
下
之
故
﹂︶
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
�
簡
明
直
截
に
こ
れ
を
言

お
う
と
し
た
の
だ
�
だ
が
�前
半
部
分︵﹁
寂
然
不
動
﹂︶に
於
い
て
も
よ
く
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
�︵
自
身
の
見
解
に
︶捉
わ
れ
て
し
ま
っ

た
の
だ
�
現
在
�
老
子
を
読
む
者
の
多
く
が
間
違
っ
て
い
る
�﹃
道
徳
經
﹄
が
﹃
名
非
常
名
﹄
と
言
っ
て
い
る
の
は
�
下
文
に
見
ら
れ
る
﹃
有

名
﹄﹃
無
名
﹄
と
同
一
意
義
で
あ
る
の
に
�
今
の
読
者
は
皆
﹃
有
・
無
﹄
で
句
点
と
し
て
い
る
�
又
�﹃
常
に
無
欲
で
あ
っ
て
�
微
妙
な
世
界

が
見
え
る
�
常
に
有
欲
で
あ
っ
て
�
現
象
的
世
界
を
見
る
﹄
の
文
も
�
た
だ
�﹃
無
欲
�
有
欲
﹄
を
述
べ
て
い
る
の
に
�
今
の
読
者
は
﹃
無
�

有
﹄
で
句
点
と
し
て
し
ま
っ
て
い
る
�
全
て
の
老
子
の
意
味
す
る
所
と
は
異
な
っ
て
い
る
の
だ
﹂�︵
鄭
可
学
︶

〔
注
〕

︵
1
︶　
﹁
莊
子
於
篇
末
自
説
破
矣
﹂
：
﹃
莊
子
﹄﹁
天
下
篇
﹂
後
半
で
﹁
老
聃
曰
�
知
其
雄
�
守
其
雌
�
爲
天
下
谿
�
知
其
白
�
守
其
辱
�
爲
天

下
谷
�
人
皆
取
先
�
己
獨
取
後
⋮
﹂︵﹃
莊
子
﹄﹁
天
下
篇
﹂p.294

︶
と
社
会
か
ら
身
を
退
け
る
も
の
と
し
て
﹁
老
子
﹂
の
立
場
を
説
明

し
て
い
る
の
に
対
し
�﹁
莊
子
﹂
自
身
は
﹁
芴
漠
無
形
�
變
化
無
常
�
死
與
生
與
�
天
地
並
與
�
神
明
徃
與
�
芒
乎
何
之
�
忽
乎
何
適
�

萬
物
畢
羅
�
莫
足
以
歸
�
古
之
道
術
有
在
於
是
者
�
莊
周
聞
其
風
而
悦
之
�
以
謬
悠
之
説
�
荒
唐
之
言
�
無
端
崖
之
辭
�
時
恣
縱
而
不

儻
�
不
以　

見
之
也
﹂︵﹁
同
﹂p.295

︶
と
�
通
常
と
は
異
な
る
言
語
を
用
い
る
も
の
と
し
て
�
説
明
し
て
い
る
部
分
を
指
す
か
�

︵
2
︶　
﹁
出
脱
﹂
：
﹁
ご
ま
か
し
て
何
と
か
す
る
�で
っ
ち
上
げ
る
﹂
の
意
に
解
釈
し
た
�﹃
語
類
﹄
に
は
﹁
此
皆
是
史
家
要
出
脱
符
堅
殺
兄
之
罪
�
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故
装
點
許
多
�
此
史
所
以
難
看
也
﹂︵﹃
語
類
﹄
巻
一
百
三
十
六p.3236

︶
等
と
見
ら
れ
る
�﹃
近
代
漢
語
大
詞
典
﹄
は
﹁
造
成
�
成
全
﹂

︵p.277

︶
と
す
る
�

︵
3
︶　

 
﹁
矯
時
之
説
﹂
：
﹃
老
子
﹄
を
﹁
矯
時
﹂
の
思
想
と
す
る
早
い
例
と
し
て
は
�
唐
・
玄
宗
の
天
寶
元
年
﹁
分
道
徳
爲
上
下
經
詔
﹂
に
﹁
我

烈
祖
元
元
皇
帝
�
乃
發
明
妙
本
�
汲
引
生
靈
�
遂
著
元
經
五
千
言
�
用
救
時
弊
﹂︵﹃
全
唐
文
﹄
巻
三
十
一
︶
と
見
ら
れ
�
又
�
強
思
齋

は
﹁
佳
兵
章
第
三
十
一
﹂
の
題
注
に
﹁
夫
佳
兵
章
所
以
次
前
者
�
前
章
雖
明
息
兵
用
道
�
而
於
用
道
之
義
未
弘
�
故
次
�
此
章
明
用
道

匡
時
�
須
資
權
實
兩
智
﹂︵﹃
道
徳
眞
經
玄
徳
纂
疏
﹄8/12b/3

︶
と
述
べ
て
い
る
�
宋
代
で
は
�
司
馬
光
が
﹃
老
子
﹄
第
三
章
に
注
し

て
﹁
賢
之
不
可
不
尚
�
人
皆
知
之
�
至
末
流
之
弊
�
則
爭
名
而
長
亂
�
故
老
子
矯
之
�
欲
人
尚
其
實
�
不
尚
其
名
也
﹂︵﹃
道
徳
眞
經
論
﹄

1/2b/7

︶
と
述
べ
�
葉
夢
得
﹃
老
子
解
﹄
が
﹁
老
氏
之
書
�
其
與
孔
子
異
者
�
皆
矯
世
之
辭
�
而
所
同
者
�
皆
合
於
易
﹂︵
彭
耜
﹃
道
徳

眞
經
集
註
雜
説
﹄
下/8b/8
︶
と
述
べ
て
い
る
�
尚
�﹃
莊
子
﹄
を
﹁
矯
時
﹂
と
す
る
も
の
と
し
て
は
�王
安
石
は
﹁
故
同
是
非
�齊
彼
我
�

一
利
害
�
則
以
足
乎
心
爲
得
�
此
其
所
以
矯
天
下
之
弊
者
也
﹂︵
四
部
叢
刊
初
編
﹃
臨
川
先
生
文
集
﹄
巻
六
十
八
﹁
莊
周
上
﹂︶
と
述
べ

る
�
こ
れ
に
関
す
る
�
二
程
の
発
言
に
就
い
て
は
�︻
21
︼
条
注
︵
1
︶
を
参
照
�

︵
4
︶　
﹁
寂
然
不
動
�感
而
遂
通
天
下
之
故
﹂
：
﹁
易
無
思
也
�無
爲
也
�
寂
然
不
動
�感
而
遂
通
天
下
之
故
�
非
天
下
之
至
神
�其
孰
能
與
於
此
﹂

︵﹃
易
﹄﹁
繋
辞
上
﹂�
下
冊p.550

︶�

︵
5
︶　
﹁
簡
徑
﹂
：
﹁
完
結
�
直
裁
﹂
の
意
�﹃
語
類
﹄
に
は
﹁
此
古
注
説
得
甚
好
�
又
簡
徑
﹂︵﹃
語
類
﹄
巻
三
十
九p.1011

︶
等
と
見
ら
れ
る
�

︵
6
︶　
﹁
脱
洒
﹂
：
﹁
脱
灑
﹂
と
も
書
き
�﹁
規
範
に
捉
わ
れ
ず
�
拘
泥
し
な
い
﹂
と
い
う
肯
定
的
意
味
と
�﹁
無
規
範
に
﹂
と
い
う
否
定
的
意

味
と
が
有
る
�﹃
語
類
﹄
に
は
前
者
と
し
て
は
﹁
某
向
他
道
�
和
尚
得
恁
不
脱
灑
�
只
要
戀
着
這
木
毬
要
熱
做
甚
﹂︵﹃
語
類
﹄
巻
三
�

p.54

︶
と
有
り
�
後
者
と
し
て
は
﹁
因
論
佛
曰
�
老
子
先
唱
説
�
後
來
佛
氏
又
做
得
脱
洒
廣
闊
�
然
考
其
語
�
多
本
莊
列
﹂︵﹃
語
類
﹄

巻
一
百
二
十
六p.3011

︶
と
有
る
�
こ
こ
は
前
者
�﹃
朱
子
語
類
訳
注
巻
一
�
三
﹄︻
80
︼
條
注
︵
11
︶︵p.378

︶�﹃
野
口
訳
注
︵
一
︶﹄

︻
9
︼
條
︵p.121

︶
を
参
照
�﹃
近
代
漢
語
大
詞
典
﹄
は
﹁
曠
達
�
洒
脱
﹂︵p.1896

︶
と
す
る
�
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︵
7
︶　
﹁
名
非
常
名
﹂
：
﹁
道
可
道
�
非
常
道
�
名
可
名
�
非
常
名
�
無
名
天
地
之
始
�
有
名
萬
物
之
母
�
故
常
無
欲
�
以
觀
其
妙
�
常
有
欲
�

以
觀
其
徼
�
此
兩
者
同
出
而
異
名
�
同
謂
之
玄
�
玄
之
又
玄
�
衆
妙
之
門
﹂︵﹃
老
子
﹄
第
一
章
�
上
冊p.1

︶�

︵
8
︶　
﹁
無
有
爲
句
﹂
：
三
浦
秀
一
﹃
中
国
心
学
の
稜
線
︱
元
朝
の
知
識
人
と
儒
道
仏
三
教
︱
﹄︵
研
文
出
版
�2003

年
︶
は
�
彭
耜
﹃
道
徳

眞
經
集
注
﹄
所
収
注
釈
に
依
り
�﹁
常
無
�
欲
以
觀
其
妙
�
常
有
�
欲
以
觀
其
徼
﹂
と
加
点
す
る
者
に
徽
宗
�
司
馬
光
�
蘇
轍
�
王
安

石
�
葉
夢
得
な
ど
が
い
る
と
す
る
︵p.230

︶�
補
足
す
れ
ば
�
徽
宗
注
の
疏
で
あ
る
宋
・
江
澂
﹃
道
徳
眞
經
疏
義
﹄︵1/7a/5

�
︶�
宋
・

趙
秉
文
﹃
道
徳
眞
經
集
解
﹄︵1/1b/9

�
︶�
林
希
逸
﹃
老
子
鬳
齋
口
義
﹄︵p.1

︶
も
﹁
常
無
﹂﹁
常
欲
﹂
で
句
点
と
す
る
�

︵
9
︶　
﹁
可
學
﹂
：
鄭
可
學
�
第
一
稿
︻
10
︼
條
注
︵
1
︶
を
参
照
�

︻
21
︼

　

莊
子
�
老
子
不
是
矯
時
�
夷
�
惠
矯
時

︵
１
︶

�
亦
未
是
��
可
學
�

　
　

※　

楠
本
本
は
こ
の
条
無
し
�

〔
訳
〕

　

荘
子
と
老
子
は
何
れ
も
矯
時
の
説
で
は
な
い
の
だ
�
伯
夷
�
柳
下
恵
が
矯
時
の
説
で
あ
る
と
言
う
の
も
�
や
は
り
正
し
く
な
い
�︵
鄭
可
学
︶

〔
注
〕

︵
1
︶﹁
矯
時
﹂
：
二
程
に
﹁
莊
子
�
叛
聖
人
者
也
�
而
世
之
人
皆
曰
矯
時
之
弊
�
矯
時
之
弊
�
固
若
是
乎
�
伯
夷
�
柳
下
惠
�
矯
時
之
弊
者
也
�

其
有
異
於
聖
人
乎
�抑
無
異
乎
�
莊
周
�老
聃
�其
與
伯
夷
柳
下
惠
類
乎
�不
類
乎
�
子
夏
曰
�雖
小
道
�必
有
可
觀
者
焉
�致
遠
恐
泥
�
子
曰
�

攻
乎
異
端
�
斯
害
也
已
�
此
言
異
端
有
可
取
�
而
非
道
之
正
也
﹂︵﹃
二
程
集
﹄
巻
二
十
五p.320

︶
と
見
ら
れ
る
�
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莊
列

︻
22
︼

　

孟
子
�
莊
子
文
章
皆
好
�
列
子
在
前

︵
校
１
︶

�
便

︵
校
２
︶

有
迂
僻

︵
１
︶

處
︵
校
３
︶

�
左
氏
亦
然

︵
２
︶

�
皆
好
高

︵
３
︶

而
少
事
實

︵
校
４
︶

��
人
傑

︵
４
︶

�

︵
校
1
︶﹁
在
前
﹂�楠
本
本
は
無
し
�　
︵
校
2
︶﹁
便
﹂�朝
鮮
整
版
は
﹁　

﹂
に
作
る
�　
　
︵
校
3
︶﹁
處
﹂�楠
本
本
は
﹁
処
﹂
に
作
る
�　
︵
校

4
︶﹁
實
﹂�
楠
本
本
は
﹁
実
﹂
に
作
る
�

〔
訳
〕

　

孟
子
と
荘
子
の
文
章
は
ど
ち
ら
も
好
い
�
列
子
は
孟
子
・
荘
子
よ
り
も
早
い
が
�
捉
わ
れ
て
い
て
�
出
鱈
目
な
点
が
あ
る
�﹃
春
秋
左
氏
傳
﹄

も
同
様
で
�
高
尚
な
内
容
を
好
む
が
�
事
実
に
基
づ
い
た
記
載
が
少
な
い
�︵
万
人
傑
︶

〔
注
〕

︵
1
︶　
﹁
迂
僻
﹂
：
﹁
と
ら
わ
れ
て
い
て
�
出
鱈
目
﹂
の
意
�﹃
語
類
﹄
に
は
﹁
正
義
引
劉
氏
�
皇
氏
�
熊
氏
説
�
皆
臆
度
�
迂
僻
之
甚
﹂︵﹃
語

類
﹄
巻
五
十
五p.1311

︶
と
見
ら
れ
る
�﹃
近
代
漢
語
大
詞
典
﹄
は
﹁
迂
腐
怪
誕
﹂︵p.2277

︶
と
す
る
�

︵
2
︶　

 

﹁
左
氏
亦
然
﹂
：
﹃
語
類
﹄
に
は
﹁
國
秀
問
三
傳
優
劣
�
曰
�
左
氏
曾
見
國
史
�
考
事
頗
精
�
只
是
不
知
大
義
�　

去
小
處
理
會
�
往

往
不
曾
講
學
�
公
穀
考
事
甚
疏
�然
義
理
却
精
�
二
人
乃
是
經
生
�傳
得
許
多
説
話
�往
往
都
不
曾
見
國
史
﹂︵﹃
語
類
﹄巻
八
十
三p.2151

︶

と
�﹃
左
氏
﹄
は
細
か
い
点
に
の
み
注
意
す
る
余
り
﹁
大
義
﹂
を
知
ら
な
い
と
有
る
�
又
�
宋
・
趙
鵬
飛
﹃
春
秋
經
筌
﹄
が
﹁
是
知
左

氏
之
説
迂
矣
﹂︵
巻
十
三
︶
と
述
べ
�
元
・
程
端
學
﹃
春
秋
三
傳
辨
疑
﹄
が
﹁
齊
氏
曰
�
左
氏
理
甚
迂
﹂︵
巻
五
︶
と
述
べ
る
等
�﹁
左

氏
迂
﹂
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
�

︵
3
︶　
﹁
好
高
﹂：﹁
高
尚
さ
を
好
む
﹂と
い
う
批
判
的
意
味
�﹃
語
類
﹄に
は
�﹁
如
今
學
者
有
二
病
�好
髙
�欲
速
﹂︵﹃
語
類
﹄巻
一
百
二
十
六p.3018

︶

と
見
ら
れ
る
�
尚
�﹃
野
口
訳
注
︵
三
︶﹄p.133

注
︵
8
︶
に
﹁
好
高
﹂
に
関
す
る
見
解
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
�
参
照
さ
れ
た
い
�

︵
4
︶　
﹁
人
傑
﹂
：
萬
人
傑
�
字
は
正
淳
�
大
冶
の
人
�﹃
學
案
﹄
巻
六
十
九 

︵p.2322
︶�﹃
師
事
﹄︵p.62

︶�
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※
楠
本
本
は
本
條
の
後
に
�改
行
の
上
�次
の
条
を
記
載
す
る
�﹁
莊
周
列
禦
冠
亦
似
曾
點
底
意
思
�
他
也
不
是
專
斈
老
子
�吾
儒
書
他
都
看
來
�

不
知
如
何
被
他　

見
這
个
物
事
�
便
放
浪
去
了
�
今
禪
斈
也
是
恁
地
�　

淳
﹂�
こ
れ
と
同
文
は
底
本
﹃
語
類
﹄
巻
一
百
十
七
に
﹁
莊
周
列

禦
寇
亦
似
曾
點
底
意
思
�
他
也
不
是
專
學
老
子
�
吾
儒
書
他
都
看
來
�
不
知
如
何
被
他
綽
見
這
箇
物
事
�
便
放
浪
去
了
�
今
禪
學
也
是
恁
地
﹂

︵﹃
語
類
﹄
巻
一
百
十
七p.2827

︶
と
見
ら
れ
る
�

︻
23
︼

　

因
言
�列
子
語
�佛
氏
多
用
之

︵
１
︶

�
莊
子
全
寫
列
子
�又
變

︵
校
１
︶
得
峻
奇
�
列
子
語
温
純

︵
２
︶

�柳
子
厚
嘗
稱

︵
校
２
︶
之

︵
３
︶

�
佛
家
於
心
地
上
煞

︵
４
︶

下
工
夫
��
賀
孫
�

︵
校
1
︶﹁
變
﹂�
楠
本
本
�
和
刻
本
は
﹁
変
﹂
に
作
る
�　
︵
校
2
︶﹁
稱
﹂�
楠
本
本
は
﹁
称
﹂
に
作
る
�

〔
訳
〕

　

列
子
の
語
に
話
が
及
ん
だ
�
釈
氏
は
多
く
こ
れ
を
用
い
て
い
る
�
荘
子
は
列
子
を
全
く
書
き
写
し
た
様
な
も
の
だ
が
�
す
っ
か
り
尋
常
で
は

な
い
も
の
に
変
え
て
し
ま
っ
た
の
だ
�
列
子
の
語
は
穏
や
か
で
素
直
で
あ
り
�
柳
子
厚
は
か
つ
て
そ
れ
を
讃
え
た
�
仏
教
は
︵
列
子
を
用
い
つ

つ
も
︶
そ
の
心
の
点
で
大
い
に
工
夫
を
こ
ら
し
た
の
だ
�︵
葉
賀
孫
︶

〔
注
〕

︵
1
︶　
﹁
列
子
語
�
佛
氏
多
用
之
﹂
：
﹃
列
子
﹄
と
仏
教
の
関
係
に
就
い
て
﹃
語
類
﹄
に
は
﹁
初
來
只
有
四
十
二
章
經
�
至
晋
宋
間
乃
談
義
�

皆
是
剽
竊
老
莊
�
取
列
子
爲
多
﹂︵﹃
語
類
﹄
巻
一
百
二
十
六p.3038
︶
等
と
巻
一
百
二
十
六
に
多
く
見
ら
れ
る
�

︵
2
︶　
﹁
温
純
﹂：﹁
穏
や
か
で
素
直
﹂の
意
�﹃
語
類
﹄に
は﹁
游
氏
所
説
則
有
温
純
不
決
之
意
�李
端
伯
所
記
則
平
正
﹂︵﹃
語
類
﹄巻
九
十
七p.2480

︶

と
見
ら
れ
る
�
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︵
3
︶　
﹁
柳
子
厚
﹂
：
﹁
雖
不
概
於
孔
子
道
�
然
其
虚
泊
寥
闊
�
居
亂
世
�
遠
於
利
�
禍
不
得
逮
乎
身
�
而
其
心
不
窮
�
易
之
遁
世
無
悶
者
�

其
近
是
歟
�
余
故
取
焉
�
其
文
辭
類
莊
子
�
而
尤
質
厚
�
少
爲
作
�
好
文
者
可
廢
耶
﹂︵﹃
柳
河
東
集
﹄
巻
四
﹁
辯
列
子
﹂�
上
海
人
民

出
版
社
�1974

年
�P.67

︶�

︵
4
︶　
﹁
煞
﹂
：
﹁
非
常
に
�と
て
も
﹂
の
意
�﹃
語
類
﹄
に
は
多
数
見
ら
れ
る
�﹃
宋
元
語
言
詞
典
﹄
は
﹁
極
甚
之
詞
﹂︵p.942

︶�﹃
古
賀
初
稿
﹄

は
﹁
は
な
は
だ
�
な
か
な
か
に
﹂︵p.143

︶�﹃
近
代
漢
語
大
詞
典
﹄
は
﹁
很
�
十
分
﹂︵p.1621

︶
と
す
る
�

︻
24
︼

　

列
�
莊
本
楊
朱
之
學

︵
校
１
︶

�
故
其
書
多
引
其
語
�
莊
子
説
�﹁
子
之
於
親
也
�
命
也
�
不
可
解
於
心
﹂�
至
臣
之
於
君
�
則
曰
�﹁
義
也
�
無

所
逃
於
天
地
之
間

︵
１
︶

﹂�
是
他
看
得
那
君
臣
之
義
�
却
似
是
逃
不
得
�
不
奈
何
�
須
著

︵
校
２
︶ ︵
２
︶

臣
服
�
他
更

︵
校
３
︶

無
一
箇

︵
校
４
︶

自
然
相
胥

爲
一
體
處
�
可
怪

︵
校
５
︶

�
故
孟
子
以
爲
無
君

︵
３
︶

�
此
類
是
也
��
大
雅

︵
４
︶

�

︵
校
1
︶﹁
學
﹂�
楠
本
本
は
﹁
斈
﹂
に
作
る
�　
︵
校
2
︶﹁
著
﹂�
楠
本
本
�
和
刻
本
�
正
中
書
局
本
は
﹁
着
﹂
に
作
る
�　
︵
校
3
︶﹁
更
﹂�

朝
鮮
整
版
は
﹁　

﹂
に
作
る　
　
︵
校
4
︶﹁
箇
﹂�
楠
本
本
は
﹁
个
﹂
に
作
る
�　
︵
校
5
︶﹁
怪
﹂�
楠
本
本
�
正
中
書
局
本
�
和
刻
本
は
﹁
恠
﹂

に
作
る
�

〔
訳
〕

　

列
子
も
荘
子
も
楊
朱
の
学
に
基
づ
い
て
お
り
�
だ
か
ら
�
そ
の
書
は
楊
朱
の
語
を
多
く
引
用
し
て
い
る
の
だ
�
荘
子
は
﹁
子
が
親
を
愛
す
る

の
は
運
命
で
あ
っ
て
�
子
供
の
心
か
ら
取
り
去
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
﹂
と
言
っ
て
い
る
�
主
君
に
対
す
る
臣
下
に
就
い
て
は
�﹁
義
で
あ
る
�

天
地
の
間
で
ど
こ
に
行
っ
て
も
�
そ
れ
か
ら
逃
げ
る
こ
と
は
出
来
な
い
﹂
と
言
っ
て
い
る
�
こ
れ
は
�
荘
子
も
君
臣
の
義
を
知
り
�
そ
こ
か
ら

逃
げ
出
す
こ
と
は
出
来
ず
�
ど
う
し
よ
う
も
な
く
�
臣
下
と
し
て
服
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
の
だ
�
ま
し
て
�
荘
子
に
は
一
つ

の
自
然
と
し
て
互
い
に
一
体
と
な
る
な
ど
と
い
う
考
え
は
無
か
っ
た
の
だ
�
奇
妙
な
こ
と
だ
�
だ
か
ら
�
孟
子
が
﹁
無
君
﹂
の
説
と
理
解
し
た
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の
は
�
こ
の
類
の
も
の
な
の
で
あ
る
�︵
余
大
雅
︶

〔
注
〕

︵
1
︶　
﹁
莊
子
説
﹂
：
﹁
仲
尼
曰
�
天
下
有
大
戒
二
�
其
一
命
也
�
其
一
義
也
�
子
之
愛
親
�
命
也
�
不
可
解
於
心
�
臣
之
事
君
�
義
也
�
無

適
而
非
君
也
�
無
所
逃
於
天
地
之
間
�
是
之
謂
大
戒
﹂︵﹃
莊
子
﹄﹁
人
間
世
﹂p.38

︶�

︵
2
︶　
﹁
須
著
﹂
：
﹁
�
す
べ
き
で
あ
る
�
�
せ
ね
ば
な
ら
な
い
﹂
の
意
�﹃
語
類
﹄
に
は
﹁
凡
讀
書
�
初
一
項
須
著
十
分
工
夫
了
�
第
二
項
只

費
得
九
分
工
夫
�
第
三
項
便
只
費
六
七
分
工
夫
﹂︵﹃
語
類
﹄
巻
十
四p.254

︶
等
多
数
見
ら
れ
る
�﹃
三
浦
語
類
﹄︵p.155

︶
を
参
照
�

︵
3
︶　
﹁
故
孟
子
以
爲
無
君
﹂
：
﹃
孟
子
﹄﹁
滕
文
公
下
﹂�
第
一
稿
︻
7
︼
條
注
︵
1
︶
参
照
�

︵
4
︶　
﹁
大
雅
﹂︵1138

�1189
︶
：
余
大
雅
︵1138

�1189

︶�
字
は
正
叔
�
信
州
饒
県
の
人
�﹃
學
案
﹄
巻
六
十
九
︵p.2300

︶
は
順
昌
の

人
と
す
る
�﹃
師
事
﹄︵p.55
︶

老
莊
列
子

︻
25
︼

　

莊
子
是
箇

︵
校
１
︶

轉
調

︵
１
︶

底
�
老
子
�
列
子
又
細
似
莊
子

︵
２
︶

�

︵
校
1
︶﹁
箇
﹂�
楠
本
本
は
﹁
个
﹂
に
作
る
�

〔
訳
〕

　

荘
子
は
常
識
を
覆
す
る
も
の
だ
�
老
子
と
列
子
は
荘
子
よ
り
周
到
で
あ
る
�

〔
注
〕

︵
1
︶　
﹁
轉
調
﹂
：
﹁
調
子
を
変
え
る
﹂
の
意
か
ら
�
こ
こ
で
は
﹁
通
常
と
は
逆
の
姿
勢
・
立
場
を
と
る
﹂
の
意
に
解
し
た
�﹃
語
類
﹄
に
は
本
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巻
︻
36
︼
條
に
�﹁
莊
子
比
老
子
便
不
同
�
莊
子
又
轉
調
了
精
神
�
發
出
來
粗
﹂︵﹃
語
類
﹄
巻
一
百
二
十
五p.2996

︶
と
見
ら
れ
る
�

︵
2
︶　
﹁
列
子
又
細
似
莊
子
﹂
：
﹁
似
﹂
は
比
較
を
現
わ
す
介
詞
�﹁
似
﹂
に
就
い
て
は
�﹃
三
浦
語
類
﹄
は
﹁
是
他
低
高
似
你
の
﹃
似
﹄
は
比

較
を
表
わ
す
﹂︵p.460

︶
と
し
�﹃
唐
宋
詞
常
用
辞
典
﹄︵
内
蒙
古
人
民
出
版
社
�1988

年
︶
は
﹁
過
的
意
思
�
介
詞
﹂
と
し
�
趙
長
卿

﹃
清
平
樂
﹄
の
﹁
窄
似
年
時
一
半
﹂
を
﹁
衣
服
比
去
年
痩
一
了
半
﹂
と
す
る
︵p.124

︶�

︻
26
︼

　
﹁
雷
撃
所
在
�
只
一
氣　

︵
校
１
︶

來
︵
１
︶

�
間
有
見
而
不
爲
害
�
只
縁
氣
未
　
裂
�
有
所
撃
者
皆
是
已
發
﹂�
蔡
季
通

︵
２
︶

云
�﹁
人
於
雷
所
撃
處
�

収
得
雷
斧
之
屬

︵
校
２
︶ ︵
３
︶

�
是
一
氣
撃
後
方
始
結
成
�
不
是
將
這
箇

︵
校
３
︶

來
打
物
�
見
人
拾
得
石
斧
如
今
斧
之
状
�
似

︵
校
４
︶

細
黄
石

︵
４
︶

﹂�
因

説
道
士
行
五

︵
校
５
︶

雷
法

︵
５
︶

�
先
生
曰

︵
校
６
︶

�﹁
今
極
卑
陋
是
道
士
�
許
多
説
話
全
亂

︵
校
７
︶

道
﹂�
蔡

︵
校
８
︶

云
�﹁
禪
家
又
勝
似
他

︵
６
︶

﹂�
曰

︵
校

９
︶

�﹁
禪
家
已
是
九
分
亂
道

︵
７
︶

了
�
他
又
把
佛
家
言
語
參
雜
在
裏
面
�
如
佛
經
本
自
遠
方
外
國
來
�
故
語
音
差
異
�
有
許
多
差
異
字
�
人
都

理
會
不
得
�
他
便

︵
校
１０
︶

撰
許
多
符
呪
�
千
般
萬
樣
�
教
人
理
會
不
得
�
極
是
陋
﹂�
蔡
云
�﹁
道
士
有
箇

︵
校
３
︶

莊
�
老
在
上
�
却
不
去
理
會

︵
８
︶

﹂�

曰
︵
校
１１
︶

�﹁
如
今
秀
才
讀
多
少
書
�
理
會
自
家
道
理
不
出
�
他
又
那
得
心
情
去
理
會
莊
�
老
﹂�
蔡
云
�﹁
無
人
理
會
得
老
子
通
透

︵
９
︶

�
大
段
鼓

動
︵
１０
︶

得
人
�
恐
非
佛
教
之
比
﹂�
曰

︵
校
１１
︶

�﹁
公
道
如
何
﹂�
蔡
云
�﹁
縁
他
帶
治
國
�
平
天
下
道
理
在
﹂�
曰

︵
校
１１
︶

�﹁
做
得
出
�
也
只
是

︵
１１
︶

箇
︵
校
３
︶

曹
參
﹂�
蔡
云
�﹁
曹
參
未

︵
校
１２
︶

能
盡
其
術
﹂�
曰

︵
校
１１
︶

�﹁
也
只
是
恁
地
�
只
是
藏
縮
無
形
影
﹂�
因
問
蔡
曰
�﹁
公
看
﹃
道
可
道
�
非

常
道
�
名
可
名
�
非
常
名
�
無
名
天
地
之
始
�
有
名
萬
物
之
母
﹄�
是
如
何
説
﹂�
蔡
云
�﹁
只
是
無
名
是
天
地
之
始
�
有
名
便

︵
校
１０
︶

是
有
形
氣
了
�

向
見
先
生
説
庚
桑
子
一
篇
都
是
禪

︵
１２
︶

�
今
看
來
果
是
﹂�
曰
�﹁
若
其
它
篇
�
亦
自
有
禪
話
�
但
此
篇
首
尾
都
是
這
話
﹂�
又
問
蔡
曰
�﹁
莊
子
﹃
虚

無
因
應
﹄︵
１３
︶

�
如
何
點
﹂�
曰
�﹁
只
是
恁
地
點
﹂�﹁
多
有
人
將
﹃
虚
無
﹄
自
做
一
句
�
非
是

︵
１４
︶

�
他
後
面
又
自
解
如
何
是
無
�
如
何
是
因
﹂�

又
云
�﹁
莊
子
文
章
只
信
口

︵
１５
︶

流
出
�
煞
高

︵
１６
︶

﹂�
蔡
云
�﹁
列
子
亦
好
﹂�
曰

︵
校
９
︶

�﹁
列
子
固
好
�
但
説
得
困
弱
�
不
如
莊
子
﹂�
問
�﹁
老

子
如
何
﹂�
曰

︵
校
１１
︶

�﹁
老
子
又
較
深
厚
﹂�
蔡
云
�﹁
看
莊
周
傳
説
�
似
乎
莊
子

︵
校
１３
︶

師
於
列
子
�
云
先
有
作
者
如

︵
校
１４
︶

此
︵
１７
︶

�
恐
是
指
列
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子
﹂�
曰

︵
校
１１
︶

�﹁
這
自
説
道
理

︵
校
１５
︶

�
未
必
是
師
列
子
﹂�
蔡
問
�﹁﹃
皆
原
於
道
徳
之
意
﹄�
是
誰
道
徳
﹂�
曰

︵
校
１１
︶

�﹁
這
道
徳
只
自
是
他
道
徳
﹂�

蔡
云
�﹁
人
多
作
吾
聖
人
道
徳
�
太
史
公
智
識

︵
校
１６
︶

卑
下

︵
１８
︶

�便
︵
校
１０
︶

把
這
處
作
非
細
看
�便

︵
校
１０
︶

把
作
大
學
�中
庸
看
了
﹂�
曰

︵
校
１０
︶

�﹁
大
學
�

中
庸
且
過

︵
校
１７
︶

一
邊

︵
１９
︶

�
公
恁
地
説
了
�
主
張
史
記
人
道
如
何

︵
２０
︶

�
大
凡
看
文
字
只
看
自
家
心
下
�
先
自
偏
曲
了
�
看
人
説
甚
麽
事
�
都

只
入
這
意
來
�
如
大
路
看
不
見
�
只
行
下
偏
蹊
曲
徑
去

︵
２１
︶

�
如
分
明
大
字
不
看
�
却
只
看
從
罅
縫

︵
２２
︶

四
旁

︵
校
１８
︶

處
去
�
如
字
寫
在
上
面
不

看
�
却
就
字
背

︵
校
１９
︶

後
面
看
�
如
人
眼
自
花
了
�
看
見
眼
前
物
事
都
差
了
�
便

︵
校
１０
︶

説
道
只
恁
地
﹂�
蔡
云
�﹁
不
平
心
看
文
字
�
將
使
天
地

都
易
位
了
﹂�
曰

︵
校
１１
︶

�﹁
道
理
只
是
這
一
箇

︵
校
３
︶

道
理
�
但
看
之
者
情
僞
變
態
�
言
語
文
章
自
有
千
般
萬
樣
�
合
説
東
�
却
説
西
�
合
説
這
裏
�

自
説
那
裏
�
都
是
將
自
家
偏
曲
底
心
求
古
人
意
﹂�
又
云
�﹁
如
太
史
公
説
話
�
也
怕
古
人
有
這
般
人
�
只
自
家
心
下
�
不
當
如
此
�
將
臨
川
�

何
言
�
江
黙
之
事
觀
之
�
説
道
公
羊
�
穀
梁
是
姓
姜
人
一
手
做

︵
２３
︶ 

�
也
有
這
般
事
�
尚
書
序
不
似
孔
安
國
作
�
其
文
軟
弱
�
不
似
西
漢
人
文

︵
２４
︶

�

西
漢
文
粗

︵
校
２０
︶

豪
︵
２５
︶

�
也
不
似
東
漢
人
文
�東
漢
人
文
有
骨
肋

︵
２６
︶

�
也
不
似
東
晋
人
文
�東
晋
如
孔
坦
疏

︵
校
２１
︶ ︵
２７
︶

也
自
得
�
他
文
是
太

︵
校
２２
︶

段
弱
�
讀
來
却
宛
順

︵
２８
︶

�
是
做
孔
叢
子
底
人
一
手
做
�
看
孔
叢
子
撰
許
多
説
話
�
極
是
陋

︵
２９
︶

�
只
看
他
撰
造
説
陳
渉
�
那
得
許
多
説
話
正
史

都
無
之
�
他
却
説
道
自
好
�
陳
渉
不
能
從
之

︵
３０
︶

�
看
他
文
章
卑
弱
�
説
到
後
面
�
都
無
合
殺

︵
３１
︶

﹂�
蔡
云
�﹁
恐
是
孔
家
子
孫
﹂�
曰
�﹁
也
不

見
得
﹂�
蔡
説
�﹁
春
秋
呂
氏
解
煞
好

︵
３２
︶

﹂�
曰

︵
校
１１
︶

�﹁
那
箇

︵
校
３
︶

説
不
好
�
如
一
句
經
在
這
裏
�説
做
褒
也
得
�也
有
許
多
説
話
�
做
貶
也
得
�

也
有
許
多
説
話
�
都
自
説
得
似

︵
３３
︶

﹂�
又
云
�﹁
如
史
記
秦
紀
分
明
是
國
史
�
中
間
儘
謹
嚴
�
若
如
今
人
把
來
生
意
説

︵
３４
︶

�
也
都
由
他
説
�
春

秋
只
是
舊
史
録
在
這
裏
﹂�
蔡
云
�﹁
如
先
生
做
通
鑑
綱
目
�
是
有
意
�
是
無
意
�
須
是
有
去
取
�
如
春
秋
�
聖
人
豈
無
意
﹂�
曰
�﹁
聖
人
雖
有

意
�
今
亦
不
可
知
�
却
妄
爲
之
説
�
不
得

︵
３５
︶

﹂�
蔡
云
�﹁
左
氏
怕
是
左
史
倚
相
之
後

︵
３６
︶

�
蓋
左
傳
中
楚
事
甚
詳
﹂�
曰

︵
校
１１
︶

�﹁
以
三
傳
較
之
�

在
左
氏
得
七
八
分
﹂�
蔡
云
�﹁
道
理
則
穀
梁
及

︵
校
２３
︶

七
八
分
�
或
云
�
三
傳
中
間
有
許
多
騃
處
�
都
是
其
學
者
後
來
添
入
﹂��
賀
孫
��

︵
校
1
︶﹁　

﹂�楠
本
本
�朝
鮮
整
版
�正
中
書
局
本
は
﹁　

﹂
に
作
る
� 

︵
校
2
︶﹁
屬
﹂�楠
本
本
�正
中
書
局
本
�和
刻
本
は
﹁
属
﹂
に
作
る
� 

︵
校
3
︶﹁
箇
﹂�
楠
本
本
は
﹁
个
﹂
に
作
る
� 

︵
校
4
︶﹁
似
﹂�
楠
本
本
は
﹁
以
﹂
に
作
る
� 

︵
校
5
︶﹁
五
﹂�
楠
本
は
無
し
� 

︵
校
6
︶﹁
曰
﹂�
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楠
本
本
は
﹁
云
﹂
に
作
る
� 

︵
校
7
︶﹁
亂
﹂�
和
刻
本
は
﹁
乱
﹂
に
作
る
� 

︵
校
8
︶﹁
蔡
﹂�
楠
本
本
は
﹁
蔡
文
﹂
に
作
る
�　
︵
校
9
︶﹁
曰
﹂�

楠
本
本
は
﹁
先
生
云
﹂
に
作
る
�　
︵
校
10
︶﹁
便
﹂�
朝
鮮
整
版
は
﹁　

﹂
に
作
る
�  

︵
校
11
︶﹁
曰
﹂�
楠
本
本
は
﹁
先
生
曰
﹂
に
作
る
�  

︵
校

12
︶﹁
未
﹂�
楠
本
本
は
﹁
却
﹂
に
作
る
�  

︵
校
13
︶﹁
莊
子
﹂�
楠
本
本
は
﹁
莊
周
﹂
に
作
る
�　
︵
校
14
︶﹁
如
﹂�
楠
本
本
は
﹁
知
﹂
に
作
る
�

︵
校
15
︶﹁
道
理
﹂�
楠
本
本
は
﹁
這
道
理
﹂
に
作
る
� 

︵
校
16
︶﹁
識
﹂�
正
中
書
局
本
は
﹁
誡
﹂
に
作
る
�  

︵
校
17
︶﹁
過
﹂�
楠
本
本
は
﹁
遇
﹂

に
作
る
� 

︵
校
18
︶﹁
罅
縫
四
旁
﹂�
朝
鮮
整
版
�
楠
本
本
は
﹁
罅
縫
偏
旁
﹂
に
作
り
�
正
中
書
局
本
は
﹁　

縫
偏
旁
﹂
に
作
り
�
和
刻
本
は
﹁　

縫
四
旁
﹂
に
作
る
� 

︵
校
19
︶﹁
背
﹂�
楠
本
本
は
﹁
背
下
﹂
に
作
る
�　
︵
校
20
︶﹁
粗
﹂�
楠
本
本
�
正
中
書
局
本
�
和
刻
本
は
﹁　

﹂
に
作
り
�

朝
鮮
整
版
は
﹁
麤
﹂
に
作
る
� 
︵
校
21
︶﹁
疏
﹂�
楠
本
本
�
正
中
書
局
本
�
和
刻
本
は
﹁
䟽
﹂
に
作
る
� 

︵
校
22
︶﹁
太
﹂�
楠
本
本
�
朝
鮮
整

版
は
﹁
大
﹂
に
作
る
�　
︵
校
23
︶﹁
及
﹂�
楠
本
本
は
﹁
乃
﹂
に
作
る
�

〔
訳
〕

　
﹁
雷
が
落
ち
る
の
は
�
一
気
が
転
が
り
出
て
く
る
の
で
あ
り
�
時
と
し
て
�
雷
が
見
え
て
も
害
を
な
さ
な
い
場
合
が
有
る
の
は
�
気
が
ま
だ

破
裂
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
り
�
雷
が
害
を
な
し
た
の
は
気
が
発
し
て
い
る
か
ら
な
の
で
あ
る
﹂�
蔡
季
通
﹁
人
が
�
雷
が
落
ち
た
所
で
�
雷

斧
の
類
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
有
り
ま
す
が
�
こ
れ
は
�
気
が
落
ち
た
後
に
初
め
て
そ
れ
が
出
来
る
の
で
あ
っ
て
�
最
初
か
ら
雷
斧
で
物
を

攻
撃
し
た
と
い
う
訳
で
は
な
い
の
で
す
�
人
が
拾
っ
た
石
斧
を
見
る
と
�
今
の
斧
の
形
に
似
て
い
て
�
細
か
い
黄
石
の
様
で
す
﹂�
話
が
道
士

が
行
う
五
雷
法
に
及
ん
だ
�
朱
子
﹁
今
日
�
最
も
ひ
ど
い
の
が
道
士
で
�
彼
ら
の
話
の
多
く
は
全
く
の
で
た
ら
め
だ
﹂�
蔡
季
通
﹁
禅
宗
は
道

教
よ
り
優
れ
て
い
ま
す
﹂�
朱
子
﹁
禅
宗
の
場
合
は
ほ
と
ん
ど
が
で
た
ら
め
だ
�
道
教
も
仏
教
の
言
葉
を
道
教
の
中
に
取
り
込
み
混
ぜ
て
い
る
�

仏
典
は
も
と
も
と
遠
く
の
外
国
か
ら
来
た
も
の
で
�
そ
の
語
音
は
︵
中
国
語
と
は
︶
異
な
り
�
文
字
も
多
く
異
な
っ
て
い
て
�
人
々
は
全
く
理

解
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
�
道
教
は
更
に
多
く
の
呪
符
を
作
り
�
そ
れ
は
千
差
万
別
で
�
人
々
は
全
く
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
�
極

め
て
ひ
ど
い
も
の
だ
﹂�
蔡
季
通
﹁
道
士
の
中
に
は
�
荘
子
・
老
子
を
尊
重
し
な
が
ら
�
そ
れ
を
相
手
に
し
よ
う
と
し
な
い
者
達
が
い
ま
す
﹂�

朱
子
﹁
今
日
の
﹃
秀
才
﹄
は
ど
れ
程
か
の
書
を
読
ん
で
い
る
の
に
�
そ
れ
で
も
自
分
た
ち
儒
家
の
道
理
す
ら
理
解
し
て
い
な
い
�︵
ま
し
て
︶
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道
士
が
ど
う
し
て
荘
子
・
老
子
を
相
手
に
し
よ
う
と
す
る
気
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
﹂�
蔡
季
通
﹁
老
子
に
精
通
出
来
る
者
が
い
な
い
の
に
も
関

わ
ら
ず
�︵
そ
の
教
え
が
︶大
い
に
人
を
突
き
動
か
す
の
は
�恐
ら
く
は
仏
教
の
比
で
は
な
い
で
し
ょ
う
﹂�
朱
子﹁
あ
な
た
は
ど
う
思
い
ま
す
か
﹂�

蔡
季
通
﹁
老
子
の
思
想
に
治
国
平
天
下
の
思
想
が
有
る
た
め
だ
と
思
い
ま
す
﹂�
朱
子
﹁
そ
れ
を
実
現
し
得
た
の
は
�
た
だ
曹
参
だ
け
だ
﹂�
蔡

季
通
﹁
曹
参
は
そ
の
教
え
を
極
め
尽
く
し
た
訳
で
は
あ
り
せ
ん
﹂�
朱
子
﹁
彼
は
単
に
あ
の
様
に
縮
こ
ま
っ
て
姿
を
隠
し
て
い
た
だ
け
だ
﹂�
そ

こ
で
蔡
季
通
に
尋
ね
た
﹁
あ
な
た
は
﹃
道
可
道
�
非
常
道
�
名
可
名
�
非
常
名
�
無
名
天
地
之
始
�
有
名
萬
物
之
母
﹄
を
�
ど
の
様
な
意
味
だ

と
思
い
ま
す
か
﹂�
蔡
季
通﹁
無
名
だ
け
が
天
地
の
始
ま
り
で
�有
名
は
既
に
形
気
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
�
先
に
先
生
が﹃
庚
桑
子
﹄

の
一
篇
は
全
く
禅
だ
と
言
っ
た
の
を
聞
き
ま
し
た
が
�
今
思
い
ま
す
に
�
そ
れ
は
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
﹂�
朱
子
﹁
そ
の
他
の
篇
に
も
又

禅
風
の
話
が
有
る
の
だ
が
�
た
だ
﹃
庚
桑
子
﹄
一
篇
は
徹
頭
徹
尾
禅
話
の
み
な
の
だ
﹂�
又
�
蔡
季
通
に
質
問
し
た
﹁
荘
子
の
﹃
虚
無
因
應
﹄

の
句
点
に
就
い
て
は
ど
う
思
い
ま
す
か
﹂�
蔡
季
通
﹁
こ
の
通
り
の
句
点
だ
と
思
い
ま
す
﹂�
朱
子
﹁
多
く
の
人
が
﹃
虚
無
﹄
で
一
句
と
し
て
い

る
が
�
こ
れ
は
正
し
く
な
い
�
こ
の
文
は
後
段
で
自
ら
﹃
無
﹄
と
は
何
か
�﹃
因
﹄
と
は
何
か
を
解
説
し
て
い
る
の
だ
﹂�
又
朱
子
﹁
荘
子
の
文

章
は
�
口
か
ら
出
任
せ
に
流
れ
出
た
も
の
で
�
高
尚
過
ぎ
る
﹂�
蔡
季
通
﹁
列
子
も
ま
た
好
い
で
す
﹂�
朱
子
﹁
列
子
は
無
論
よ
い
が
�
そ
の
説

は
内
容
に
乏
し
く
力
強
さ
に
欠
け
�
荘
子
に
は
及
ば
な
い
﹂�
質
問
﹁
老
子
は
ど
う
で
す
か
﹂�
朱
子
﹁
老
子
も
又
深
く
重
厚
で
あ
る
﹂�
蔡
季

通
﹁
荘
子
の
伝
説
を
見
る
と
�
荘
子
は
列
子
に
師
事
し
た
様
で
す
�﹃
先
に
こ
の
様
な
作
者
が
い
た
﹄
と
言
っ
て
い
る
の
は
�
恐
ら
く
は
列
子

を
指
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
﹂�朱
子﹁
荘
子
は
自
ら
道
理
を
説
い
た
の
で
あ
っ
て
�必
ず
し
も
列
子
に
師
事
し
た
と
は
限
ら
な
い
﹂�蔡
季
通﹁﹃
い

ず
れ
も
道
徳
の
旨
意
に
も
と
づ
く
﹄
と
は
誰
の
道
徳
な
の
で
す
か
﹂�
朱
子
﹁
こ
の
道
徳
は
老
子
の
道
徳
で
あ
ろ
う
﹂�
蔡
季
通
﹁
多
く
の
人
が

我
々
儒
教
の
聖
人
の
道
徳
と
見
做
し
て
い
ま
す
�
太
史
公
は
知
識
・
見
識
が
低
く
�
こ
の
個
所
で
綿
密
に
読
む
こ
と
を
し
な
か
っ
た
た
め
�
そ

れ
を
﹃
大
學
﹄﹃
中
庸
﹄
と
見
做
し
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
﹂�
朱
子
﹁﹃
大
学
﹄﹃
中
庸
﹄
と
看
做
し
た
と
い
う
見
方
も
偏
っ
た
も
の
だ
�
あ

な
た
が
そ
の
様
に
言
う
な
ら
ば
�﹃
史
記
﹄
の
立
場
に
基
づ
く
人
達
は
ど
の
様
に
言
う
だ
ろ
う
か
�
凡
そ
文
章
を
読
む
場
合
�
自
身
の
見
解
の
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み
に
基
づ
い
て
読
み
�
そ
の
見
解
が
既
に
歪
ん
で
い
れ
ば
�
人
が
ど
の
様
な
事
を
説
い
て
い
る
の
を
見
た
と
し
て
も
�
全
て
自
分
の
見
解
に
基

づ
い
て
理
解
し
て
し
ま
う
の
だ
�
も
し
大
通
り
が
眼
に
入
ら
な
け
れ
ば
�
単
に
わ
き
道
や
曲
が
り
く
ね
っ
た
道
を
歩
む
こ
と
に
な
る
様
な
も
の

だ
�
も
し
大
き
な
字
を
は
っ
き
り
と
見
る
こ
と
が
出
来
な
け
れ
ば
�
却
っ
て
四
隅
の
隙
間
か
ら
読
む
こ
と
に
な
る
様
な
も
の
だ
�
も
し
表
に
書

か
れ
て
い
る
文
字
が
見
え
な
け
れ
ば
�
却
っ
て
文
字
を
背
後
か
ら
見
よ
う
と
す
る
様
な
も
の
だ
�
も
し
目
が
眩
ん
で
い
れ
ば
�
目
の
前
の
物
を

見
て
も
全
て
見
間
違
え
て
し
ま
う
の
だ
�︵
自
分
の
間
違
っ
た
見
解
に
捉
わ
れ
て
い
る
と
︶そ
の
説
は
こ
の
様
で
し
か
な
い
の
だ
﹂�
蔡
季
通﹁
虚

心
に
文
字
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
け
れ
ば
天
地
も
引
っ
く
り
返
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
ね
�﹂
朱
子
﹁
道
理
は
一
つ
の
道
理
で
し
か

な
い
が
�
そ
れ
を
見
る
者
の
情い
し
きが
誤
り
�
態
度
が
変
わ
れ
ば
�︵
そ
れ
を
表
現
す
る
︶
言
語
文
章
も
自
ず
と
様
々
と
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
�
東

と
言
う
べ
き
所
を
西
と
言
い
�
こ
こ
と
言
う
べ
き
所
を
あ
そ
こ
と
言
っ
て
し
ま
う
�
こ
れ
ら
は
全
て
自
身
の
偏
り
曲
が
っ
た
心
に
基
づ
い
て
古

人
の
意
図
を
求
め
よ
う
と
し
た
た
め
だ
﹂�
朱
子
﹁
太
史
公
の
例
は
�
恐
ら
く
昔
に
も
こ
の
様
な
人
々
が
い
て
�
自
身
の
思
い
込
み
に
基
づ
い

て
判
断
を
下
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
�
こ
の
様
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
�
臨
川
�
何
言
�
江
黙
の
事
例
で
言
え
ば
�﹃
公
羊
傳
﹄
と
﹃
穀

梁
傳
﹄
が
姜
と
い
う
姓
の
同
一
人
の
手
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
言
う
の
は
�や
は
り
同
様
に
先
入
観
に
捉
わ
れ
た
見
解
な
の
で
あ
ろ
う
�﹃
尚

書
﹄﹁
序
﹂
は
孔
安
国
の
作
で
は
な
い
と
思
わ
れ
�
そ
の
文
は
軟
弱
で
�
西
漢
の
人
の
文
章
ら
し
く
な
い
�
西
漢
の
文
は
さ
っ
ぱ
り
と
豪
快
で

あ
る
�
又
�
東
漢
の
人
の
文
章
ら
し
く
も
な
く
�
東
漢
の
人
の
文
に
は
気
骨
が
あ
る
�
又
�
東
晋
の
人
の
文
章
ら
し
く
も
な
く
�
東
晋
の
文
章

は
孔
坦
の
疏
を
見
れ
ば
分
か
る
�﹃
尚
書
﹄﹁
序
﹂
の
文
は
と
て
も
軟
弱
だ
が
�
読
ん
で
み
る
と
む
し
ろ
素
直
で
あ
り
�
孔
叢
子
の
様
な
人
物
の

手
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
�
孔
叢
子
が
撰
述
し
て
い
る
多
く
の
話
を
見
る
と
�
極
め
て
ひ
ど
い
�
彼
が
陳
渉
に
つ
い
て
言
及
し

て
い
る
の
を
見
た
だ
け
で
も
�︵
そ
れ
が
事
実
で
あ
る
な
ら
ば
︶
そ
の
多
く
の
話
を
正
史
が
全
く
記
載
し
て
い
な
い
こ
と
は
あ
り
え
な
い
だ
ろ

う
�﹃
孔
叢
子
﹄
は
�
自
ら
は
正
し
か
っ
た
の
に
陳
渉
が
従
わ
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
の
だ
�
彼
の
文
章
を
見
る
と
程
度
が
低
く
弱
々
し
く
�

後
段
に
至
る
と
全
く
収
拾
が
つ
か
な
く
な
っ
て
い
る
﹂�
蔡
季
通
﹁
恐
ら
く
は
孔
氏
一
族
の
子
孫
で
し
ょ
う
﹂�
朱
子
﹁
そ
れ
も
は
っ
き
り
は
し

な
い
﹂�
蔡
季
通
﹁
春
秋
は
呂
祖
謙
の
解
釈
が
と
て
も
好
い
で
す
﹂�
朱
子
﹁
あ
れ
は
好
く
な
い
�
も
し
一
つ
の
経
文
が
こ
こ
に
あ
っ
た
と
し
て
�
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﹁
褒ほ
め

﹂
る
意
味
を
見
出
す
の
も
可
能
で
あ
り
�
言
う
こ
と
は
た
く
さ
ん
有
る
�
又
�﹁
貶そ
し

﹂
る
意
味
を
見
出
す
の
も
可
能
で
あ
り
�
や
は
り
言
う

こ
と
は
た
く
さ
ん
有
る
�
い
ず
れ
も
そ
れ
ら
し
く
説
い
て
い
る
だ
け
だ
﹂�
朱
子
﹁﹃
史
記
﹄﹁
秦
本
紀
﹂
は
明
ら
か
に
一
国
の
歴
史
で
あ
っ
て
�

そ
の
内
容
は
か
な
り
厳
密
で
あ
る
�
も
し
今
の
人
が
自
分
の
考
え
を
差
し
挟
ん
で
説
こ
う
と
し
た
と
し
て
も
�
や
は
り
﹃
史
記
﹄
に
基
づ
い
て

説
く
で
あ
ろ
う
�﹃
春
秋
﹄
は
単
に
古
い
歴
史
が
そ
こ
に
記
録
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
﹂�
蔡
季
通
﹁
先
生
が
﹃
通
鑑
綱
目
﹄
を
編
纂
さ
れ
た

時
は
�
考
え
る
所
が
有
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
�
無
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
�
当
然
そ
こ
に
は
︵
お
考
え
に
基
づ
い
た
︶
取
捨
が
な
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
�﹃
春
秋
﹄
等
も
�
聖
人
に
思
う
所
が
無
か
っ
た
と
は
思
え
ま
せ
ん
﹂�
朱
子
﹁
聖
人
に
思
う
所
が
有
っ
た
と
し
て
も
�
現
在
で
は

知
る
こ
と
は
出
来
ず
�
そ
れ
を
無
闇
に
語
る
の
は
�
よ
く
な
い
﹂�
蔡
季
通
﹁
左
氏
は
恐
ら
く
︵
楚
の
︶
左
史
の
倚
相
の
末
裔
な
の
で
し
ょ
う
�

だ
か
ら
﹃
左
傳
﹄
の
中
の
楚
の
事
柄
は
極
め
て
詳
細
な
の
で
し
ょ
う
﹂�
朱
子
﹁
春
秋
三
伝
で
比
べ
る
な
ら
ば
�﹃
左
傳
﹄
で
︵
当
時
の
事
柄
の
︶

大
半
は
理
解
出
来
る
﹂�
蔡
季
通
﹁
道
理
と
い
う
点
か
ら
言
え
ば
�﹃
穀
梁
﹄
は
大
半
が
理
屈
で
す
�
或
る
者
が
�
三
伝
に
は
多
く
の
愚
か
な
説

が
有
る
�
と
言
い
ま
す
が
�
こ
れ
ら
は
皆
な
学
者
が
後
か
ら
挿
入
し
た
も
の
で
す
﹂�　
︵
葉
賀
孫
︶

〔
注
〕

︵
1
︶　
﹁　

來
﹂
：
﹁
転
が
り
出
て
く
る
﹂
の
意
�﹃
語
類
﹄
に
は
﹁
人
所
禀
之
氣
�
雖
皆
是
天
地
之
正
氣
�
但　

來　

去
�
便
有
昏
明
厚
薄
之

異
﹂︵﹃
語
類
﹄
巻
四p.68

︶�
等
と
﹁
氣
﹂
の
流
動
の
状
態
を
現
わ
す
語
と
し
て
見
ら
れ
る
�

︵
2
︶　
﹁
蔡
季
通
﹂
：
蔡
元
定
�
字
は
季
通
︵1135

�1198
︶�
建
州
建
陽
の
人
�﹃
學
案
﹄
巻
六
十
二
︵p.1979

︶�﹃
師
事
﹄︵p.21

︶�

︵
3
︶　
﹁
雷
斧
﹂
：
唐
・
李
肇
﹃
唐
國
史
補
﹄
に
﹁
或
曰
�雷
州
春
夏
多
雷
�無
日
無
之
�
雷
公
秋
冬
則
伏
地
中
�人
取
而
食
之
�其
状
類
彘
�
又
云
�

與
黄
魚
同
食
者
�
人
皆
震
死
�
亦
有
収
得
雷
斧
・
雷
墨
者
�
以
爲
禁
藥
﹂︵﹃
學
津
討
原
﹄
本
巻
下
第
十
八
紙
︶
と
見
ら
れ
る
�﹃
朱
子

語
類
訳
注
巻
一
�
三
﹄︻
51
︼
條
注
︵
3
︶
を
参
照
︵p.185

︶�
尚
�宋
代
の
法
術
を
記
録
し
て
い
る
と
さ
れ
る
元
末
明
初
の
﹃
道
法
會
元
﹄

に
は
�﹁
天
爲
雷
�
地
爲
雷
�
霹
靂
發
�
雷
火
飛
�
三
司
將
吏
�
今
日
直
符
�
隨
吾
驅
使
�
捧
領
天
符
�
追
捉
鬼
賊
�
治
病
消
除
�
敢
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有
妖
魅
�
雷
斧
速
追
�
上
帝
令
下
�
立
降
方
隅
�
急
急
如
律
令
﹂︵﹁
玉
樞
斬
勘
五
雷
祈
禱
大
法
﹂63/21a/6

︶
と
�﹁
妖
魅
﹂
を
討
伐
す

る
法
具
と
し
て
の
﹁
雷
斧
﹂
が
見
ら
れ
る
�
本
條
の
記
述
は
�
後
段
に
見
ら
れ
る
雷
派
の
道
術
を
意
識
し
た
朱
熹
の
発
言
で
あ
る
�

︵
4
︶　
﹁
黄
石
﹂
：
﹃
朱
子
語
類
訳
注
巻
一
�
三
﹄︻
51
︼
條
注
︵
3
︶
は
﹁
落
雷
の
後
な
ど
に
発
見
さ
れ
る
�形
状
が
斧
に
似
た
石
の
こ
と
か
﹂

と
す
る
�
同
書
が
引
く
﹃
夢
溪
筆
談
﹄
巻
二
十
﹁
神
奇
﹂
に
は
﹁
雷
楔
﹂
の
語
が
見
ら
れ
�
梅
原
郁
訳
注
﹃
夢
溪
筆
談　

2
﹄︵
平
凡

社
�
東
洋
文
庫
�1979

年
︶
は
�﹁
落
雷
の
時
に
強
い
電
流
に
よ
っ
て
砂
が
と
け
�
塊
状
に
な
っ
て
で
き
た
雷
石
︵
フ
ァ
ル
グ
ラ
イ
ト
︶

の
こ
と
で
あ
ろ
う
﹂p.220

︶
と
す
る
�
山
田
慶
兒
﹃
朱
子
の
自
然
學
﹄︵
岩
波
書
店
�1978

年
︶
は
﹁
細
黄
石
﹂
と
す
る
が
︵p.396

︶�

こ
こ
は
﹁
細
か
い
黄
石
﹂
と
解
釈
し
た
�

︵
5
︶　
﹁
五
雷
法
﹂：﹁
雷
法
﹂は
北
宋
に
林
靈
素
の
活
躍
に
よ
っ
て
民
間
か
ら
隆
盛
し
て
き
た
新
し
い
道
教
�雷
の
力
を
呪
術
力
の
源
泉
と
し
て
�

駆
邪
等
を
行
う
�
松
本
浩
一
﹃
宋
代
の
道
教
と
民
間
信
仰
﹄﹁
第
四
章　

第
一
節　

宋
代
の
雷
法
﹂︵
汲
古
書
院
�2006

年
︶
を
参
照
�

︵
6
︶　
﹁
勝
似
﹂
：
﹁
似
﹂
は
比
較
を
現
わ
す
介
詞
�︻
25
︼
條
注
︵
2
︶
を
参
照
�﹃
語
類
﹄
に
は
﹁
勝
似
﹂
二
字
で
の
用
例
が
多
く
見
ら
れ
る
�

例
え
ば
�﹁
今
年
頗
覺
勝
似
去
年
�
去
年
勝
似
前
年
﹂︵﹃
語
類
﹄
巻
一
百
四p.2622

︶
等
�

︵
7
︶　
﹁
亂
道
﹂
：
﹁
道
を
乱
す
﹂﹁
乱
れ
た
道
﹂
と
し
て
﹃
語
類
﹄
に
は
多
数
見
ら
れ
る
�
仏
教
に
関
連
し
て
は
﹁
某
經
云
�到
末
劫
人
皆
小
�

先
爲
火
所
燒
成
劫
灰
�
又
爲
風
所
吹
�
又
爲
水
所
淹
�
水
又
成
沫
�
地
自
生
五
穀
�
天
上
人
自
飛
下
來
喫
�
復
成
世
界
�
他
不
識
陰
陽
�

便
恁
地
亂
道
﹂︵﹃
語
類
﹄
巻
一
百
二
十
六p.3025

︶
と
見
ら
れ
る
�

︵
8
︶　
﹁
道
士
有
箇
莊
�老
在
上
�却
不
去
理
會
﹂
：
﹃
語
類
﹄
に
は
本
巻
︻
70
︼
條
に
﹁
道
家
有
老
�莊
書
�却
不
知
看
�盡
爲
釋
氏
竊
而
用
之
�

却
去
倣
傚
釋
氏
經
教
之
屬
﹂︵﹃
語
類
﹄
巻
一
百
二
十
五p.3005
︶
と
見
ら
れ
る
�

︵
9
︶　
﹁
通
透
﹂
：
﹁
熟
知
す
る
�
精
通
す
る
﹂
の
意
�﹃
語
類
﹄
に
は
﹁
大
凡
看
書
�
要
看
了
又
看
�
逐
段
逐
句
逐
字
理
會
�
仍
參
諸
解
傳
�

説
教
通
透
�
使
道
理
與
自
家
心
相
肯
�
方
得
﹂︵﹃
語
類
﹄
巻
十p.162

︶
等
と
多
数
見
ら
れ
る
�﹃
近
代
漢
語
大
詞
典
﹄
は
﹁
十
分
熟
悉
�

精
通
﹂︵p.1860

︶
と
す
る
�
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︵
10
︶　
﹁
鼓
動
﹂
：
﹁
人
の
心
を
つ
き
動
か
す
﹂
の
意
�﹃
語
類
﹄
に
は
仏
教
に
関
連
し
て
は
﹁
如
杲
佛
日
之
徒
�
自
是
氣
魄
大
�
所
以
能
鼓
動

一
世
�
如
張
子
韶
汪
聖
錫
輩
皆
北
面
之
﹂︵﹃
語
類
﹄
巻
一
百
二
十
六p.3029

︶
等
と
見
ら
れ
る
�

︵
11
︶　
﹁
也
只
是
﹂
：
﹃
語
類
﹄
に
は
こ
の
三
文
字
の
用
例
が
数
例
見
ら
れ
る
�
暫
時
�
三
文
字
で
﹁
た
だ
﹂
と
読
ん
だ
�

︵
12
︶　
﹁
庚
桑
子
一
篇
都
是
禪
﹂
：
朱
熹
が
﹁
雜
篇
庚
桑
楚
第
二
十
三
﹂
の
ど
の
部
分
を
﹁
禪
﹂
と
見
做
し
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
が
�
福

永
光
司
﹃
中
国
古
典
選
16　

莊
子　

雑
篇
・
上
﹄︵
朝
日
新
聞
社
�1978

年
�P.8

︶
は
�﹁
庚
桑
子
曰
�
⋮
今
吾
才
小
�
不
足
以
化
子
�

子
�
胡
不
南
見
老
子
�
南
榮　

贏
糧
�
七
日
七
夜
�
至
老
子
之
所
�
老
子
曰
�
子
自
楚
之
所
來
乎
�
南
榮　

曰
�
唯
�
老
子
曰
�
子
何

與
人
偕
來
之
衆
也
�
南
榮　

懼
然
顧
其
後
⋮
﹂︵p.198

︶
と
有
る
箇
所
が
�﹃
景
徳
傳
燈
録
﹄
に
﹁
來
日
師
辭
黄
檗
�
黄
檗
指
往
大
愚
�

師
遂
參
大
愚
�
愚
問
曰
�
什
麼
處
來
�
曰
�
黄
檗
來
�
愚
曰
�
黄
檗
有
何
言
教
�
曰
�
義
玄
親
問
佛
法
的
的
意
�
蒙
和
尚
便
打
�
如
是

三
問
三
遭
被
打
�
不
知
過
在
什
麼
處
�
愚
曰
�
黄
檗
恁
麼
老
婆
�
爲
汝
得
徹
困
�
猶
覓
過
在
�
師
於
言
下
大
悟
云
﹂︵T51,299b

︶
と

見
ら
れ
る
�
臨
済
義
玄
と
高
安
大
愚
お
よ
び
黄
檗
希
運
の
参
禅
問
答
を
髣
髴
さ
せ
る
と
述
べ
て
い
る
�

︵
13
︶　
﹁
虚
無
因
應
﹂
：
現
行
﹃
莊
子
﹄
に
は
﹁
虚
無
因
應
﹂
の
句
は
無
い
�
一
般
に
﹁
虚
無
因
應
﹂
は
�﹁
太
史
公
曰
�
老
子
所
貴
道
�
虚
無

因
應
�
變
化
於
無
爲
�
故
著
書
辭
稱
微
妙
難
識
�
莊
子
散
道
徳
�
放
論
要
�
亦
歸
之
自
然
�
申
子
卑
卑
�
施
之
於
名
實
�
韓
子
引
繩
墨
�

切
事
情
�
明
是
非
�
其
極
慘　

少
恩
�
皆
原
於
道
徳
之
意
�
而
老
子
深
遠
矣
﹂︵﹃
史
記
﹄
巻
六
十
三
﹁
老
子
韓
非
列
傳
第
三
﹂p.2156

︶

と
﹃
史
記
﹄
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
�

︵
14
︶　
﹁
多
有
人
將
﹃
虚
無
﹄
自
做
一
句
﹂
：
ど
の
様
な
人
々
が
﹁
虚
無
﹂
で
句
点
と
す
る
解
釈
を
取
っ
て
い
た
の
か
は
未
詳
�
尚
�
本
巻

︻
49
︼
條
を
参
照
�

︵
15
︶　
﹁
信
口
﹂
：
﹁
口
に
任
せ
て
で
た
ら
め
に
説
く
﹂
と
い
う
否
定
的
意
味
と
�﹁
作
為
や
は
か
ら
な
い
な
し
に
自
然
に
発
露
す
る
﹂
と
い
う

肯
定
的
意
味
が
有
る
�
前
者
に
就
い
て
は
﹃
朱
子
語
類
訳
注　

第
一
�
三
巻
﹄
巻
二
︻
14
︼
條
注
︵
9
︶︵p.117

︶
を
�
後
者
に
就
い

て
は
宇
佐
見
文
理
他
﹁﹃
朱
子
語
類
﹄
巻
一
四
�
一
八
訳
注
︵
一
︶﹂︵﹃
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告　

人
文
﹄
第
61
号
�2009

年
︶p.70
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注
︵
1
︶
を
参
照
�
こ
こ
で
は
﹁
煞
高
﹂
と
併
せ
て
前
者
の
意
味
と
す
る
�

︵
16
︶　
﹁
高
﹂
：
本
巻
︻
22
︼
條
注
︵
3
︶
を
参
照
�

︵
17
︶　

 
﹁
先
有
作
者
如
此
﹂
：
﹃
漢
書
﹄﹁
藝
文
志
﹂
に
﹁
列
子
八
篇
�
名
圄
寇
�
先
莊
子
�
莊
子
稱
之
�﹂︵﹃
漢
書
﹄﹁
藝
文
志
﹂p.1730

︶
と

有
る
の
を
指
す
か
�

︵
18
︶　
﹁
太
史
公
智
識
卑
下
﹂
：
﹃
語
類
﹄
に
は
﹁
伯
恭
子
約
宗
太
史
公
之
學
�
以
爲
非
漢
儒
所
及
�
某
嘗
痛
與
之
辨
�
子
由
古
史
言
馬
遷
�

淺
陋
而
不
學
�
疏
略
而
輕
信
�
此
二
句
最
中
馬
遷
之
失
�
伯
恭
極
惡
之
﹂︵﹃
語
類
﹄
巻
一
百
二
十
二p.2951

︶
と
見
ら
れ
る
�

︵
19
︶　
﹁
過
一
邊
﹂
：
﹁
偏
る
﹂
の
意
�﹃
語
類
﹄
に
は
﹁
致
知
�
力
行
�
用
功
不
可
偏
�
偏
過
一
邊
�
則
一
邊
受
病
﹂︵﹃
語
類
﹄
巻
九p.148

︶

と
有
る
�

︵
20
︶　
﹁
主
張
史
記
人
道
如
何
﹂
：
﹁
主
張
史
記
人
﹂
と
は
呂
祖
謙
︵1137

�1181

︶
の
一
派
を
指
す
と
思
わ
れ
る
�﹃
語
類
﹄
に
は
﹁
問
�

東
萊
大
事
記
有
續
春
秋
之
意
�
中
間
多
主
史
記
�
曰
�
公
郷
里
主
張
史
記
甚
盛
�
其
間
有
不
可
説
處
�
都
與
他
出
脱
得
好
�
如
貨
殖
傳
�

便
説
他
有
諷
諌
意
之
類
�
不
知
何
苦
要
如
此
�
世
間
事
是
還
是
�
非
還
非
�
黑
還
黑
�
白
還
白
�
通
天
通
地
�
貫
古
貫
今
�
決
不
可
易
�

若
使
孔
子
之
言
有
未
是
處
�也
只
還
他
未
是
�如
何
硬
穿
鑿
説
﹂︵﹃
語
類
﹄
巻
一
百
二
十
二p.2952

︶
と
見
ら
れ
る
�
尚
�呂
東
莱
が
﹃
史

記
﹄
を
拠
り
所
の
一
つ
と
し
て
い
た
点
に
就
い
て
は
�
侯
外
盧
�
邱
漢
生
�
張
豈
之
﹃
宋
明
理
学
史
﹄
上
冊
︵
人
民
出
版
社
�1997

年
�

P.360

以
下
︶
を
参
照
�

︵
21
︶　
﹁
偏
蹊
曲
徑
﹂
：
﹁
わ
き
道
�曲
が
り
く
ね
っ
た
道
﹂�﹃
語
類
﹄
に
は
﹁
汪
端
明
學
亦
平
正
�然
疏
�
文
亦
平
正
�不
好
小
蹊
曲
徑
﹂︵﹃
語

類
﹄
巻
一
百
三
十
二p.3176

︶
と
見
ら
れ
る
�

︵
22
︶　
﹁
罅
縫
﹂
：
本
来
は
﹁
隙
間
﹂
の
意
�﹃
語
類
﹄
に
は
﹁
讀
書
�須
是
看
着
他
那
縫
罅
處
�方
尋
得
道
理
透
徹
�
若
不
見
得
縫
罅
�無
由
入
得
�

看
見
縫
罅
時
�
脈
絡
自
開
﹂︵﹃
語
類
﹄
巻
十p.162

︶
と
見
ら
れ
�﹃
朱
子
語
類
訳
注　

巻
十
�
十
一
﹄
は
﹁
切
り
込
み
口
﹂
と
積
極
的

意
味
に
取
る
︵p.17

︶�
一
方
�﹁
此
等
事
難
處
�
須
是
理
會
教
他
整
密
無
些
罅
縫
�
方
可
﹂︵﹃
語
類
﹄
巻
一
百
十
一p.2719

︶
と
見
ら
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れ
る
例
は
�
本
道
か
ら
は
ず
れ
た
﹁
脇
道
﹂
と
い
う
消
極
的
意
味
で
あ
る
�
本
例
は
後
者
�

︵
23
︶　
﹁
臨
川
�何
言
�江
黙
之
事
﹂
：
具
体
的
発
言
内
容
に
就
い
て
は
未
詳
�﹁
江
黙
﹂
に
就
い
て
は
﹁
江
黙
�字
徳
功
�崇
案
人
�知
建
寧
縣
﹂

︵﹃
學
案
﹄
巻
六
十
九
﹁
滄
洲
諸
儒
学
案
﹂p.2312

︶
と
見
ら
れ
�
注
に
﹁
先
生
乾
道
年
進
士
�
嘗
從
朱
文
公
遊
�
有
易
訓
解
�
四
書
訓

詁
各
六
巻
﹂
と
有
る
�﹃
師
事
﹄︵p.21

︶
を
参
照
�﹁
姜
姓
﹂
に
就
い
て
は
�
嘉
定
四
年
の
進
士
・
鄭
清
之
の
﹃
安
晩
堂
集
﹄﹁
送
新
薑

與
葺
芷
﹂
の
注
に
﹁
稗
官
有
記
�
公
羊
穀
梁
並
出
一
人
之
手
�
其
姓
則
姜
�
蓋
四
字
反
切
即
姜
字
也
﹂︵
巻
十
二
︶
と
有
り
�
又
�
宋
・

羅
璧
﹃
識
遺
﹄
は
﹁
公
羊
穀
梁
�
二
姓
自
高
赤
作
傳
外
�
考
之
前
史
及
後
世
�
更
不
見
再
有
此
姓
�
萬
見
春
嘗
謂
�
公
羊
穀
梁
皆
姜
字

切
脚
韻
�疑
其
爲
姜
姓
假
託
也
�
按
文
公
語
録
已
有
此
説
�﹂︵
巻
三
﹁
公
羊
穀
梁
﹂︶
と
朱
熹
の
発
言
を
踏
ま
え
る
�
こ
れ
ら
を
見
る
と
�

﹁
公
﹂﹁
羊
﹂﹁
穀
﹂﹁
梁
﹂
の
四
字
と
﹁
姜
﹂
と
で
は
反
切
下
字
が
共
通
し
�
更
に
�
公
羊
�
穀
梁
の
二
姓
は
極
め
て
珍
し
い
姓
で
あ
る

こ
と
か
ら
姜
姓
の
仮
託
に
違
い
な
い
と
い
う
説
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
�

︵
24
︶　
﹁
尚
書
序
﹂
：
﹃
語
類
﹄
巻
七
十
八
に
は
﹁
書
序
恐
不
是
孔
安
國
做
�
漢
文
麤
枝
大
葉
�
今
書
序
細
膩
�
只
似
六
朝
時
文
字
�
小
序
斷

不
是
孔
子
做
﹂︵﹃
語
類
﹄
巻
七
十
八p.1984
︶
等
と
多
く
見
ら
れ
る
�

︵
25
︶　
﹁
粗
豪
﹂
：
﹁
さ
っ
ぱ
り
と
豪
快
で
あ
る
﹂
の
意
�﹃
語
類
﹄
に
は
﹁
所
謂
浩
然
之
氣
�
只
似
箇
粗
豪
之
氣
�
他
做
工
夫
處
雖
細
膩
�
然

其
成
也
却
只
似
箇
粗
豪
之
氣
�但
非
世
俗
所
謂
粗
豪
者
耳
﹂︵﹃
語
類
﹄巻
五
十
二p.1244

︶等
と
見
ら
れ
る
�﹃
近
代
漢
語
大
詞
典
﹄は﹁
粗

獷
豪
邁
﹂︵p.314

︶
と
す
る
�

︵
26
︶　
﹁
骨
肋
﹂
：
﹁
気
骨
�骨
﹂
の
意
味
�﹃
語
類
﹄
に
は
﹁
狂
狷
是
箇
有
骨
肋
底
人
�郷
原
是
箇
無
骨
肋
底
人
﹂︵﹃
語
類
﹄
巻
六
十
一p.1477

︶

等
と
見
ら
れ
る
�

︵
27
︶　
﹁
孔
坦
﹂
：
字
は
君
平
�
孔
愉
の
従
子
�﹃
左
氏
傳
﹄
に
通
じ
て
い
た
と
さ
れ
る
�﹃
晋
書
﹄
巻
七
十
八
に
伝
有
り
�

︵
28
︶　
﹁
宛
順
﹂
：
﹁
素
直
﹂
の
意
�﹃
管
子
﹄﹁
五
行
第
四
十
一
﹂
の
﹁
而
農
夫
脩
其
功
力
極
�
然
則
天
爲
粤
宛
﹂
の
唐
・
房
玄
齢
注
に
﹁
粤
�
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厚
也
�
宛
�
順
也
�
天
爲
厚
順
�
不
逆
時
氣
也
﹂︵
黎
翔
鳳
撰　

新
編
諸
子
集
成
﹃
管
子
校
注
﹄�
中
華
書
局
�2004

年
�
中
冊p.874

︶

と
見
ら
れ
る
�

︵
29
︶　
﹁
孔
叢
子
﹂
：
﹃
語
類
﹄
は
﹁
孔
叢
子
鄙
陋
之
甚
�
理
既
無
足
取
�
而
詞
亦
不
足
觀
�
有
一
處
載
其
君
曰
必
然
云
云
�
是
何
言
語
﹂︵﹃
語

類
﹄
巻
一
百
三
十
七p.3252

︶
と
述
べ
る
�

︵
30
︶　
﹁
他
却
説
道
自
好
�
陳
渉
不
能
從
之
﹂
：
﹃
史
記
﹄
巻
八
十
九
﹁
張
耳
陳
餘
列
傳
﹂
で
は
�
張
耳
と
陳
餘
の
諫
言
を
聞
か
ず
秦
の
章
邯

に
敗
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
�﹃
孔
叢
子
﹄﹁
答
問
第
十
九
﹂
で
は
博
士
太
子
・
子
魚
の
諫
言
に
耳
を
傾
け
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
�

︵
31
︶　
﹁
合
殺
﹂
：
﹁
し
ま
つ
が
つ
く
﹂
の
意
�﹃
語
類
﹄
に
は
﹁
凡
日
用
之
間
�
一
禮
一
樂
�
皆
是
禮
樂
�
只
管
文
勝
去
�
如
何
合
殺
﹂︵﹃
語

類
﹄
巻
三
十
九p.1009
︶
と
多
数
見
ら
れ
る
�﹃
近
代
漢
語
大
詞
典
﹄
は
﹁
得
當
�恰
到
好
處
﹂︵p736

︶
と
す
る
�﹃
田
中
﹄
は
﹁
合
殺
﹂

を
﹁
し
ま
つ
す
る
﹂︵p.20

︶
と
し
�﹁
沒
合
殺
﹂
で
﹁
始
末
が
つ
か
ぬ
﹂︵p.65

︶
と
す
る
�

︵
32
︶　
﹁
呂
氏
解
﹂
：
呂
祖
謙
に
は
�﹃
春
秋
左
氏
傳
説
﹄�﹃
春
秋
左
氏
傳
續
説
﹄�﹃
東
莱
左
氏
博
義
﹄�﹃
大
事
記
﹄
等
の
著
述
が
有
る
�

︵
33
︶　
﹁
説
得
似
﹂
：
﹁
説
得
似
﹂
の
用
法
は
�﹃
語
類
﹄
で
は
﹁
若
做
一
章
説
�就
横
渠
説
得
似
好
﹂︵﹃
語
類
﹄
巻
三
十
五
�p.911

︶
の
様
に
﹁
似
﹂

の
後
ろ
に
補
語
を
伴
う
用
例
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
�﹁
説
き
得
て
好
き
が
似ご
と

し
﹂
と
訓
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
�
但
し
�こ
の
事
例
は
﹁
説

得
似
﹂
で
言
い
切
り
と
な
っ
て
お
り
�﹁
説
き
得
て
似
た
り
﹂
と
訓
読
し
�﹁
そ
れ
ら
し
く
説
く
﹂
の
意
と
思
わ
れ
る
�
大
慧
宗
杲
の
書

簡
﹁
答
汪
状
元　

第
一
書
﹂
に
�﹁
只
怕
説
得
似
�
形
容
得
似
�
卻
不
見
�
卻
不
悟
者
﹂
と
見
ら
れ
�
荒
木
見
悟
﹃
禅
の
語
録
17　

大

慧
書
﹄︵
筑
摩
書
房
�1969

年
︶
は
﹁
た
だ
ま
こ
と
し
や
か
に
説
き
�
ま
こ
と
し
や
か
に
表
現
し
て
�
か
え
っ
て
︵
真
実
を
︶
見
も
せ

ず
悟
り
も
し
な
い
者
が
心
配
で
す
﹂︵p.145

︶
と
訳
出
し
て
お
ら
れ
る
�

︵
34
︶﹁
生
意
﹂
：
﹁
私
情
を
挟
む
�
私
見
を
入
れ
る
﹂
の
意
�﹃
語
類
﹄
に
は
﹁
只
就
本
子
上
漢
�
看
來
看
去
�
久
之
浹
洽
�
自
應
有
得
�
公

便
要
去
上
面
生
意
�
只
討
頭
不
見
﹂︵﹃
語
類
﹄
巻
十
四p.254

︶
と
見
ら
れ
る
�

︵
35
︶﹁
聖
人
雖
有
意
�
今
亦
不
可
知
﹂
：
﹃
語
類
﹄
に
は
﹁
人
道
春
秋
難
曉
�
據
某
理
會
來
�
無
難
曉
處
�
只
是
據
他
有
這
箇
事
在
�
據
他
載
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得
恁
地
�
但
是
看
今
年
有
甚
麽
事
�
明
年
有
甚
麽
事
�
禮
樂
征
伐
不
知
是
自
天
子
出
�
自
諸
侯
出
�
自
大
夫
出
�
只
是
恁
地
�
而
今
却

要
去
一
字
半
字
上
理
會
褒
貶
�
却
要
去
求
聖
人
之
意
�
你
如
何
知
得
他
肚
裏
事
﹂︵﹃
語
類
﹄
巻
八
十
三p.2144

︶�﹁
春
秋
只
是
直
載
當

時
之
事
�
要
見
當
時
治
亂
興
衰
�
非
是
於
一
字
上
定
褒
貶
﹂︵﹃
語
類
﹄
巻
八
十
三p.2144

︶
と
�﹃
春
秋
﹄
は
事
実
の
記
載
と
し
て
読

む
べ
き
で
あ
り
�
今
は
窺
い
知
る
こ
と
の
出
来
な
い
﹁
聖
人
﹂
の
﹁
褒
貶
﹂
の
意
を
経
文
の
一
字
一
字
に
見
出
そ
う
と
す
る
読
書
の
在

り
方
に
対
す
る
批
判
が
見
ら
れ
る
�

︵
36
︶　
﹁
左
史
倚
相
之
後
﹂
：
﹃
語
類
﹄
に
は
﹁
先
生
云
�
楚
左
史
倚
相
世
爲
史
官
�
恐
其
後
也
﹂︵﹃
語
類
﹄
巻
一
百
三
十
二p.3175

︶
と
も

見
ら
れ
る
�﹁
左
史
﹂
に
就
い
て
は
﹃
春
秋
左
氏
傳
﹄
に
﹁
王
出
�
復
語
�
左
史
倚
相
趨
過
�
王
曰
�
是
良
史
也
�
子
善
視
之
�
是
能

三
墳
�
五
典
�
八
索
�
九
丘
��
杜
預
注
⋮
倚
相
�
楚
史
名
��﹂︵﹃
春
秋
左
氏
傳
﹄﹁
昭
公
十
二
年
﹂�﹃
十
三
經
注
疏
分
段
標
點
﹄﹃
春

秋
左
氏
傳
﹄p.2066

�
新
文
豊
出
版
公
司
�
中
華
民
国
90
年
︶
と
有
る
�




